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はらから

と同様に，同胞を愛 し，同胞 に仕えることです(マ タイ

22：37-39参 照)。 このことか ら，わた したちは，福音

の第一の原則の一つが仕えることでなければならないの

が分か ります。

ベニヤ ミン王 はこう尋ねてい ます。「あなたがたは，

互いに務め合 うようにすべ きではないだろうか。」(モ ー

サヤ2：18)こ の問いに対する最 も思慮深い答えを，わ

たしたちはすでに知っています。「あなたがたが同胞 の

ために務めるのは，とりもなおさず，あなたがたの神 の

ために務めるのである……。」(モ ーサヤ2：17)

わた したちは自分の兄弟たちの番人で しょうか。ガラ

テヤ人への手紙の中で，パウロは愛 をもって互いに仕え

るように，聖徒 たちに教えています(ガ ラテヤ5：13-

14参照)。 また，ヤコブの手紙の中には，神の前 に清 く

汚れのない信心 とは，「困っている孤児や，や もめを見

舞い，自らは世の汚れに染 まずに，身を清 く保つ ことに

ほかならない」(ヤコブの手紙1：27)と 説かれています。

足の利かない男が神殿 の門の外で施 しを請うて来たと

き，ペテロが語った偉大な言葉を忘れることので きる人

がいるでしょうか。「金銀はわた しには無い。 しか し，

わたしにあるものをあげよう。」(使 徒3：6)

教義 と聖約第81章 では，「弱い者を助け」るよう書か

れています。同じように，「垂れている手を上げ，弱 く

なったひざを強めなさい」(5節)と いう言葉 もあ ります。

『教義 と聖約』にはまた， 裁かれる基準を思い起 こさせ

るような言葉 もあります。わた したちは皆，それによっ

て裁かれます。「また，貧 しい者 と乏 しい者，病気の者

と苦 しんでいる者を，すべてのことにおいて思い起 こし

なさい。これらのことを行わない者は，わたしの弟子で

はないか らである。」(教 義 と聖約52：40)わ た したちは

自分の兄弟たちの番人となっているでしょうか。

ハ ロル ド・B・ リー大管長 は，1973年4月 の総大会で，

一つの偉大な啓示について触れ，次のように語 りました。

「ロサ ンゼルス神殿が奉献 される少 し前のことで した。

わたしたちは皆，そのすばらしい奉献式のためにいろい

ろな準備をしていました。その出来事 は， どちらかと言

うと，わた しの生涯では新 しい経験で した。明け方の3

時か4時 ころのことだった と思いますが，わた しは一つ

のすばらしい経験をしました。それは夢 とは思えません

でした。確かにそれは示現でした。その示現の中で，わ

たしは数多 くの霊たちが一堂 に会 しているのを目撃 しま

した。そこでは数多 くの男女が立上が り，一度に2，3人

ずつ，種々の異言で語っていました。そのときの光景は，

並々ならぬもので した。そのときわたしは，デビッド・

0・ マ ッケイ大管長が次のように言 う声を聞いたような

気が しました。 『もし神 を愛 したい と望むな ら，人々を

愛 し，人々に仕 えるようにしなければならない。これが，

神に対する愛 を示す方法である。』」1

わた したちは自分の兄弟たちの番人で しょうか。その

とお りです。 ここで教会歴史の中か ら，この偉大な原則

を示す一つの経験談を読んでみたい と思います。

開拓時代の手車隊の一つであったウィリー隊の副隊長

を務めたジョン ・チズレッ トとい う人物は，次のように

書 き残 しています。

「9月1日か2日 の ことだったと思うが，我 々は 〔フォ
ー ト〕 ララミーに到着 した。 しか し，そこには我々が期

待 していたような物資は，我 々のために何一つなかった。

そこでウィリー隊長は集会を招集 した。我々の置かれて

いる状況や状態，今後の見通 しなどについて考え，今後

どんなことが可能か，話 し合 うためである。現在のペー

スで旅 を続け，小麦粉を消費 していったら，少 なくとも

小麦粉は，目的地の350マ イル(約560キ ロ)ほ ど手前で，

尽 きて しまうことは確 かであった。そのため，1日 当た

りの割 り当てを，1ポ ン ドから4分の3ポ ンド(1ポ ン ドは

約450グ ラム)に 削減することになった。それ と同時に，

あ らゆる努力 を払って少 しで も速 く進む こととした。

我々はこの割 り当てを，ララミーか らインディペンデン

ス ・ロックまで続 けた。'

ちょうどこのころ，ウィリー隊長 は 〔ウィラー ド ・〕

リチ ャーズ使徒か ら1通 の手紙を受け取 った。その中

に は，我 々が サ ウスパス に到着す るころ までには，

(ソル トレーク)盆 地か らの食糧 を受 け取れ るであろ

うと書かれてあった。我 々の小麦粉の残量 を調べた と

ころ，我々がその地点に到着する以前に，すべ て消費

して しまうことが分かった。我 々に残 された唯一の選

択肢 は，1日 当た りの割 り当てをさ らに減 らす ことで

あった。 こうして，小麦 の割 り当て は，1日 当た り平

均10オ ンス(約280グ ラム)ま で減 らされることになっ

た。……

我々がようや くスイー トウォーター川 まで到着 したこ

ろには，ララミーを出てか ら，少 しずつ冷え込んでいた

夜 も，非常 に厳 しく冷え込むようになっていた。行 く手

を阻む山々は，近づ くに連れて，そのすそ野まで雪に覆
あらし

われて いる こ とが分か り， また，嵐が近 づい てい るこ と

も，我 々 を取 り巻 く雲 の高度が毎 日低 くなってい くこ と

で， はっ き りと分 か った。……

1台 当た り17ポ ン ド ，、・8キ ロ の'と 官 目'で は，

休 息 を得 る には， まった くもって不 十分 であ った。 ほ と

ん どすべ ての者 たちが ，毎晩寒 さに悩 ま され ていた。朝

に なって も， もう一 日困難 な旅 を続 け ようとい う，体力

も気 力 も決意 も持 てず， 哀れ な聖徒 たちは，やつ れた様
は

子で寒さに凍えながら，テン トから這い出て来るのであ

る。我々の成功に不可欠な活気 というものがまった く感

じられない様子であった。

寒さや食糧の欠乏，そして重労働による衰弱や過労は，

間もなくその きばをむき始めた。 まず，年老いた者や虚

弱な者がその標的となり始めた。生 き抜 く気力や勇気を

失い始めるや，彼 らの表情に死相が現れ始めたのである。
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と見 る必要がないように心か ら願うものである。」2

この同 じ手車隊には，ジャクソンとい う名前の女性 も

加わっていました。彼女は次のように記録 しています。

「9時ごろ，床に入 る準備 をした。寝具 もわずかだっ

たので，服は脱がなかった。眠 りに就いた後，確か真夜

中ごろだったと思 うが，ひどく寒けが した。外気 もひど

く寒かった。夫が呼吸をしているかどうか，耳を近づけ

てみた。夫は静かに横 になっていた。寝息 もまった く聞

こえなかった。わたしは恐れて，夫の体に手を触れてみ

た。恐ろしいことに，最 も恐れていたことが現実のもの

となったのだ。夫はすでに亡 くなっていた。わたしは同

じテン トに眠っていた人々に助けを求めた。 しかし，そ

れに応 じられる人はだれ もいなかったのである。 自分 と
なきがら

しては，夫の亡骸のわきで朝まで過ごす しかすべがなか

った。その時間が何 と長 く感 じられたことか。朝の光が

差 し込んだころ，隊の男性が何人かやって来て，夫の埋

葬の準備 をして くれた。その埋葬も葬儀 もひどく悲惨 な

ものであった。夫が身に着けているものもわずかだった

が，その衣服を脱がすこともな く，夫の遺体は毛布に包

まれて，ほかに亡 くなった13人 の遺体 とともに地面の上

に置かれた。そして，その上に雪がかぶせられた。地面

は寒 さで凍結 していたために，墓 を掘ることができなか

ったのである。夫はそ こで，神のラッパが鳴 り響いて，

キリス トにあって死者が目を覚 まし，第一の復活の朝に

よみがえるまで，安息の眠 りに就 くことになった。……

夫が亡 くなってか ら数日後のことであるが……さらに

死者が出て，隊の男性の数がめっきりと減 り，残 ってい

る男性たちも衰弱 し，病気のためにやせ細っていた。そ

のため，その晩，野営地に到着 したときも，テン トを張

るだけの余力のある男性 の数が十分いなかった。その結

果，我々は，天空を屋根 とし，星を友 として，外 で野営

をするほかなかったのである。雪 も10セ ンチほど積 もっ

ていた。その夜 もひどく寒かった。わた しは岩の上に座

り，一人の子供をひざに，それに両わきに子供 を一人ず

つ抱 えたまま，夜明けまでまん じりともせず過ごしたの

である。」3

この時点で，先発隊の一員であったグラント隊長から

ブリガム ・ヤ ング大管長のもとに1通 の書簡が送 られま

した。その内容は次のようなものでした。

「この人々の状況を説明するに当たっては，多言を必

要としないだろうと思います。この緊急の書簡 を携 えた，

ご子息のジ ョセブ ・A〔 ・ヤング〕兄弟やガー 〔兄弟〕

か ら詳細 な報告 をお受 け ください。 ご想像 ください。
ろうにゃくなんにょ

500人 か ら600人 の老若男女が，雪 と泥の中で手車を押

す作業に，疲れ果てています。街道わ きで力尽き，倒れ，

寒さに凍えています。子供たちは泣 き叫び，関節 も寒さ

のために固 くなっています。足からは血 を流 し，中には

はだしのまま，雪 と霜の中を歩いている者 さえいます。

我々の中の最 も屈強な者でさえ，この光景は見るに堪え

られ ませ ん。」4

ソ ル トレー ク ・シテ ィー では，1856年10月5日 に総大

会が 開かれて い ました。 その 中で， ブ リガム ・ヤ ング大

管長 は次 の よ うな説教 を して い ます。

「大 勢の兄弟 姉妹 が，高原 を手車 で こち らに向か って

い ます。ほ とん どの人 は，ここか ら700マ イ ル(1，100キ ロ)

ぐ らい離 れ た所 にい ます。彼 らをここへ 連れ て来 なけれ

ばな りません。彼 らに援助 を送 る必要 があ ります。……
き よ う

わたしは今 日，監督の皆さんに要請 します。60頭 の元
ほろ

気ならばの隊 と12台 から15台 の幌馬車が必要です。明日

まで待つことはできないし，その翌 日まで待つこともで

きません。牛を送ろうとは思いません。必要なのは元気

な馬 とらばです。そ してわたしたちの周 りには馬 もらば

もいます。ぜひそれを集めなければな りません。 また1

万1，000キロの小麦粉 と，実際 に馬や らばを駆 る人のほ

かに，良い御者を40人 そろえる必要があ ります。……第1

に，馬車 を操 り，部隊 を統率することので きる元気な

若者が40人 必要です。現在 ，その部隊 は，馬車の操 り

方 を何 も知 らない男女や子供たちが動か しているか ら

です。第2に ヨ60頭 か ら65頭 くらいのらばか馬の隊が必

要です。 この隊には，馬具，連結用 の横木， くび き，

足かけ，連結用チェーンな どが必要です。第3に ，1万

1，000キロの小麦粉が必要ですが，それは今手 もとにあ

ります。……

皆 さんに申し上げます。わた しが今話 しているような

原則 を実行 に移さないか ぎり，皆さんの中で，その信仰，

宗教，信仰告白によって神の日の栄 えの王国に救われる

人はだれもいないでしょう。さ たってA'ノ 、にい

る人々を距れて'て ださい。現世のこと，あるいは現

世の義務 と呼ばれるこうしたことを確実に実行 して くだ

さい。 もし実行されなければ，皆 さんの信仰も徒労 に終

わることでしょう。皆さんが耳にした説教 も，皆 さんに

とって無駄 なものとなります。わたしたちが皆 さんに申

し上げたことを実行 しないか ぎり，皆さんは地獄に落ち

ることになるで しょう。」5

この準備が進められているころ，ウィリー隊には物資

を積んだ幌馬車隊が接近中であるという知 らせが届いて

いました。そこで，ウィリー隊長ともう一人の人が，こ

の幌馬車隊の探索のために派遣 され，立ち往生 している

聖徒たちを救出するために急いでほしいと要請すること

になりました。ジョン ・チズレッ トはこう記 しています。

「ウィリー隊長が出発 して3日 目の夕方(10月21日)，

太陽が遠 くの丘に美 しく沈みかけた ときの ことであっ
ほろ

た。野営地のす ぐ西の山の上に，数台の幌馬車が姿を現

したのである。それぞれ，4頭 の馬 に引かれ，わた した

ちの方 に向かって進んで来るではないか。その知 らせは，

りょう原の火のように，瞬 く間に野営地中に伝わった。

そ して，ベ ッドか ら起 きられる者は皆，こぞってその幌

馬車隊を出迎えたのである。数分経過すると，わた した
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道活動に携わり，今まで以上に大いなる大義のために働

くことがで きるのです。それは，世界のあらゆるものの

うち，最も偉大 な大義，すなわち，わた したちの御父の

子供たち一人一人の救いに携わることだか らです。

このことに関 して，1996年10月 の総大会で， ゴー ド

ン ・B・ ヒンクレー大管長が次の、ように述べ ましたが，

わた しはその話に非常 に感動を覚えました。「兄弟姉妹

の皆 さん， これまでこの壇上か ら多 くのすばらしい話が

語 られて きました。 しか しあの状況の中で，ヤ ング大管

長が語った話以上に，雄弁な説教はあ りません。
かんなん

来年は，聖徒 たちの難難辛苦や死の話が度々繰 り返さ

れることでしょう。彼 らの救助についての話も，何度も

繰 り返される必要があ ります。その話は，イエス ・キリ

ス トの福音の真髄だか らです。

わた しは，この教会にこのような開拓者の歴史がある

ことを感謝 しています。山中の このシオンに向かう途中

で，雪に見舞われ，凍えた り死んでいった りする兄弟姉

妹が，今はいなくなったことに，感謝 しています。 しか

し，絶望的な環境の下にあって，助 けを求めている人は

大勢います。

飢えや貧困に苦 しむ人，助けを必要 としている人は，

世界中に大勢います。わたしたちは，この教会の会員で

はなくてもほんとうに援助を必要 としている人々，わた

したちの力で援助できる人々に，助 けの手を差 し伸べて

いますが，それができることに，感謝 しています。 しか

し，あまり，その間口を広げす ぎてはいけないと思いま

す。苦 しみや，悩み，孤独，恐れのために，助けを求め

ている人が，身近な所にいるからです。そのような人々

に援助の手を差 し伸べて，彼 らを引 き上げること，飢え

ている者 を食べ させ，真理 と正義を切望 している人の霊

をはぐくむことは，わたしたちに与えられている神聖か

つ重大な責任です。

目的な くさまよい，麻薬や非行，不道徳な行為，そし

てそれらにまつわるあらゆる罪悪に巻 き込まれ，悲 しみ

の道を歩いている若人が非常に多 くいます。夫に先立た

れ，親切 な言葉や，愛に満ちた心か らの気遣いを待ち望

んでいる人々もいます。かつては信仰 を持って熱心だっ

たにもかかわらず，だんだんそれが冷めてきている人が

います。教会に戻ることを望んでいるのですが， どうし

た らよいのかまった く分か らずにいる人々も大勢い ま

す。彼 らは優 しく差 し伸べ られる手を必要 としています。

わずかの努力があれば，その多 くの人が，また戻って来

て，主の食卓で再び恵みにあずかれるようにな ります。

兄弟姉妹の皆さん，わたしには今，望み，祈 っている

ことがあります。それは，……皆 さん一人一人に，困っ

ている人，苦 しみを抱えて困難な状況にある人 を見つけ，

愛の心をもって教会に導 く決心をしていただきたいので

す。そ してその人たちが，教会員の力強い手と優 しい心

ブリガム ・ヤングがウィリー手車隊の開拓者たちを救

うよ う聖徒たちに求めたと同様 に，わた したちの現代

の預言者も，わたしたちのすべての者 に向か って，今

の時代 にあって，世界のあらゆるものの うち，最も偉

大な大義 ，すなわち ，わた したちの御父の子供たち一

人一人の救いに携わるように，と言っています。

に よって温 か く迎 え られ，慰 め られ ，支 え られ，幸せ の

道 を歩 め るよ うに してほ しいのです。」8
はらから

願わくば，わた したち一人一人が同胞のために仕える

者 となる決意をすることができます ように。 また，天父

の助けがあって，わたしたちが望まれているとお りに偉
み わざ

大な御業に深 くかかわることがで きますように。そして，

行って，今 「平原に」いる人々を連れて来ることができ

ます ように。□
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ホ ームテ ィーチ ャーへ の提案

1.わ た したちが教会で教 えている最 も大切 な原則の

一つは
，人々の必要を満たすよう努めることです。

2.聖 文や教会歴史には，偉大 な奉仕の原則 について

語 る話が数多 くあ ります。

3.現 在， ヒンク レー大管長は次のような人々を探 し

出すよう，強 く勧めています。

●目的な くさまよい，麻薬や非行，不道徳な行為 とい

った悲劇の道を歩んでいる若人
はんりょ

●親切な言葉を待 ち望んでいる，伴侶に先立たれた人

や独身成人

●物質的にも霊的にも飢 え乾いている人々

●困難な状況にあって，愛の心で支えられる必要のあ

る人々
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か潜 んでいて，彼 らはわたしを追いか
ひょう

けて来ま した。電でとて も滑 りやす く

なった山肌 を下 り始 めながら，わた し

は主に助 けを祈 り求めました。そして

奇跡 的にテロリス トたちの追跡を逃れ

ることができたのです。

危機 を脱 したわた しは，す ぐにひざ
み まも

まずいて，主に感謝 し，御守 りを求め

る祈 りをささげました。祈 り終えると，

それまで何事 もなかったかの ような，

すばらしく安 らかな気持 ちを感 じまし

た。それまでは足がひ どく震 えて仕方

がなかったのが，また力が戻 って来て，

走 り続けることができました。恐怖心

はす っか り消 えていました。両親 を殺

されたばか りでしたが，天の御父が自

分を見守 り，愛 して くださっていると

い う強い確信があ りました。

逃 げ込んだ町 の人 たちの助 けを得

て，兄弟たちを助け出す ことができま

した。

わたしが当面，最 も差 し迫 って考 え

なければな らないのは，小さな兄弟た

ちの世話を どうす るか とい うことでし

た。い ちばん小 さい子 はまだ4歳 にし

かなっていませんでした。数週間，わ

た したちは避難民 として，ひ どい飢 え

に苦 しむ日を送 りました。

その後，わたしは仕事 を探 しに，首

都のリマへ行 きました。その間，わた

しはいちばん上の弟に世話 を頼んで家

に残 して きた兄弟たちのことが心配で

なりませんで した。時 々，その地域で

テロが続いているというニュースも入

って来 ました。わた しは，兄弟たちが

死 んでしまってはいないか と，泣 いて

過ごす ことが よくあ りました。それで

も，あの日山の中で受けた，天の御父

が生 きてお られ，わた したちを愛 して
あかし

くださっているという証が，心の支え

となりました。

もうこ れ以上仕事探 しをしても無駄

だ とあ きらめかけたときに，さつ まい

も掘 りという短期 間の仕事を得 ること

がで きました。わたしは年 も若 く，き

ちん とした証明書なども持っていませ

んで したが，信仰 と祈 りによって，い

つまで も働ける仕事 をつ いに見つける

ことができました。それか ら数か月 し

て，わた しは弟や妹たちをリマに呼び，

一緒 に暮 らせるようにな りました
。お

ばの一人がわたしたちに住む所 を提供

し，別の人か らも台所用品を幾つか も

らうことがで きました。両親の持 ち物

はほ とん どが盗 まれて しまっていて，

わた したちは着 のみ着の ままの状態で

した。 しかし家族が皆で一緒 にい られ

るか ぎり，ほかのことは大 した問題で

はあ りませんでした。

わた しの両親は子供たち全員に，だ

れ一人例外 な く，仕事や家事 の仕方 を

教 えて くれていま した。後 になって，

わた しは両親がほんとう1にすばらしい

模範だったこ とを深 く理解するように

な りました。今わたしは，小 さい とき

か ら責任 を持つ よう両親に教え られた

ことを感謝 してい ます。事の成 り行 き

で，い きな り親代わ りをすることにな

りましたが，両親はわた したちに，直

面する困難 を乗 り切 るための備えをさ

せて くれていたので した。そして主の

祝福 もあ りました。主はわたしたちを

見守っていて くださり，わた したちは
ま

何度も奇跡 を目の当たりにしました。

その後，年 を重ねてい く中で，兄弟

たちを養 う責任 を考 えると，「自分 は

果た して伝道 に出 られるだろ うか」 と

思 うようにな りました。それでも伝道

への望みは抑 え難 く，伝道 に出なけれ

ば得 られない祝福 について何 度も考え

ました。あ る晩，わた しは夢の中で，

救い主が自分のす ぐそばにお座 りにな

っている姿 を見 ました。その ときに感

じた安 らぎは とて もすば らしい もの

で，わた しは自分 に求め られているこ

とをそれ以上疑わな くな りました。
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雇い主が長期 の休暇をくれ，わた し

は伝道の召 しを受け ました。伝道に出

て1年 たった とき，弟か ら手紙が来て，

雇い主の気持ちが変わ り，わたしが戻

るまで仕事場の空きをその ままにして

お くことはできない という話になった

のを知 らせてきました。伝道を中止 し

て戻 らなければ，仕事を失 うことにな

るというのです。わた しは弟にこう返

事 を書 きました。「その ことで心配す

る必要はない。今の仕事をなくしても，

もっと良い仕事が見つかるよう，主が

助けて くださる。」 そ して わた しは伝

道を任期 どお り務めました。

わたしの伝道中，兄弟がだれ一人大

きな病気にかか らなかったことに感謝

しています。わたしが戻 ったとき，皆

元気 な顔を見せ て くれました。わたし

たち兄弟は，助け合いなが ら，今 も一

緒に暮 らしてい ます。両親 との結び固

めも受 けました。わた しはとてもす て

きな女性 と神殿で結婚 し，二人の子供

に恵 まれ ました。 ですか ら，今は9人

家族です。

わた しはほか にも幾つかすばらしい

祝福 を授 けられて きました。教会の職

員として雇われ， リマ神殿で事務の仕

事 をする傍 ら，儀式執行者 として奉仕

しているのです。 またこれまで数年間

監督 としての召 しを受けてい ます。 こ

れ もわた しの人生におけるすば らしい

祝福 となっています。

わた しは監督 としての召 しを通 し

て，人々が味わっている様々な苦 しみ

を理解する機会を得て きました。この

召 しとほかの様々な体験 を通 して，わ

たしは困難を克服するには，主への信

仰 を強め，全力を尽 くし，主の約束が

果たされるとい う固い望みを もって仕

えるのが最善の方法であることを学 ん

できました。 わた したちが 自分の責任

を果たす なら，主の約束は必ず果たさ
あかし

れることを証 します。□







愛
す る兄弟姉 妹の皆 さん， こ よ

い皆 さん とともに この場 に集

えるのはす ばらしい特権です。お分か

りとは思いますが，わた しにはいろい

ろ異 なったた くさんのグループの方々

に向けて話 をす る機会があ ります。 し

か し現在， こよいの皆 さん以上に話 を

したいグループはあ りませ ん。皆 さん

は悩みや問題への答 えを求めてここに

来 られま した。皆 さんはた くさんの問

題を抱 えておられます。確信 を得たい，

助けを得 たい と思ってお られます。聖
み たま

なる御霊の導 きにより，皆 さんにとっ

て助け となることを語れるように祈っ

てい ます。

皆 さんは様々な人々が集 まっている

グループです。わた しの理解では，皆

さんは30歳 を超 えています。で もある

意味では，皆さんを一つにまとめる共

通項は，主の教会の会員であることを

除けばそれだけです。

中には結婚の経験のない方がおられ

ます。結婚の後 に離婚 した方で，お子

さんがいらっ しゃる方 とそうでない方

がい らっ しゃい ます。多 くの方 々は，

お子 さんの養育のために苦労を してお

られ ます。皆 さんは経験を通 して，世

の中というものは冷 たく残酷な もので

あることを感 じてこ られました。皆 さ

んは助けを求めてお られます。皆 さん

には助 けが必要です。
はんりよ

また，伴侶 に先立 たれた方々がお ら

れます。その孤独感 はた とえようのな

いものであ り， しかも終わることを知

りません。

このように，皆さんの置かれた立場

は様々ですが，わた したちは皆 さんが

あたか も同 じであるかのように，一つ

のバ ッジを皆 さんに着けました。その

バ ッジには 「S-1-N-G-L-E-S」

〈訳注'.「 独 身者」の意)と 書 いて

あ ります。わたしはそ ういう言葉が好

きではあ りません。人 を分類す るのが

嫌 いなのです。わた したちは皆， とも

に生活する個人であ り，個人的な事情

はそれぞれ異なっていて も互いに尊敬

し合える問柄 なはずです。

わた しは皆 さん と一緒にいて親近感

を覚えます。それは皆 さんが末 日聖徒

だか らです。皆 さんの心には，神が生

きてお られ，イエスがキ リス トであ り，

この教会が全能者である救い主 により

つ くられ，その名を冠する教会である

との信仰があ ります。皆さんは祈 りを

ささげてい ます。それはすば らしいこ

とです。 しば しば助 けを求めて，連れ

添 える人を求めて，また困難から逃れ

る道 を求めて熱烈に祈 られ ることもあ

るで しょう。そ して，なぜ希望 どお り

に祈 りが こたえられないのだろうと考

えてお られることと思 います。

わた したちは皆 ， 同 じこ とを経験

して きま した。 しか し時 がたつ につ

れて，天 の御 父は確か にわた したち

の祈 りを聞いて くだ さる とい うこ と

を理解 します 。神 の知恵 は人の知恵

よりも偉大 です。時 には答 え を識別

す るのが なか なか難 しいこ ともあ る

と思い ますが ，神 は確か に こた えて

くださるのです。

わた しは心か ら皆 さん一人一人を愛

しています。わた しは少 なくともある

程度は，皆 さんの抱 えてお られ る問題

や望んでお られることを理解 している

つ もりです。 こう申し上げる と皆さん

は反論 され るで しょう。 「あなたはわ

たしたちの ような経験はしていないの

ですか ら，ほん とうの ことは理解でき

ませんよ。」

その反論はある程度真理であると言

えます。で も，だからと言って皆さん

に対するわたしの思いを拒 まないで く

ださい。わたしは皆 さんに同情するつ

もりはあ りません。人から哀れ に思わ
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れ ることは嫌な ものですか ら。そうで

はな く，わたしは愛 と理解の精神で単

に皆 さん と語 り合 いたい と思 うので

す。

ここにい らっ しゃるすべての方 は，

伴侶がお られないと思 います。そ して

多 くの方が結婚 を望んでお られます。

結婚できれば問題 はすべて片付 くと考

えてお られるのです。確かに幸福 な結

婚生活 は，通常の末 日聖徒 であればだ

れ もが抱いている目標です。で も，，皆

さんにお分か りいただきたいのは，結

婚生活 を営んでお られる大勢の人 々に

とって，生活は惨めで，恐れや不安の

渦巻 くものなのです。与え られている

責任の中でわた しが最 も重荷 に感 じる

のは，民事離婚の後の結び固めの取 り

消 しの 申請に対 して判断を下 さなけれ

ばな らない時です。それぞれのケース

について別個に検討を加えなければな

りません。わた しは知恵を求めて，主

の導きを求めて祈 ります。最 も神聖な

場で永遠にわたって交 わされた神聖な

聖約 を扱 うか らです。

離婚に至 った状況，神殿 の結び固め

の取 り消 しを申請するに至った事情に
どんよく

は，利己心や貧欲 さ，時には野蛮 とも

思われ る態度，それに虐待や心痛や悲

劇の様子が切 々と述べ られています。

わた しが申し上げたいのは，結婚 し

ていて も大変に不幸な生活を送ってい

る人もお り，心をえぐり，焼 き尽 くす

ような悩 みを経験 してお られるのは独

身の方 々だ けで はない とい うこ とで

す。

このテーマについて以前お話をした

とき，た くさんのお手紙 を頂 きました。

わた しはいつ も手紙をた くさん頂 きま

す。その ときに受け取 った ものの一つ

をご紹介 しましょう。

「わた しは20年 以上 もの問， 自分が

独 身であることへの教会員の思いや り

「



皆さん一人一人に何かしら神から受け

継いだものがあることを，決して忘れ

ないようにしてください。

のな さに耐 えて きま した。 わた しは

仕事 の関係で 国内各地 を転 々 としま

したが，それ ぞれの地元の教会 の活

動に参加す るに当た って様 々な レベ

ルの歓迎 を受 け ました。温 か くて気

さくな歓迎か ら非 常 に冷 たい無関心

の態度 までです。 また， わた しにど

う接 した らよいか分か らない ところ

か ら来 る不快 感 とい った ものが見 ら

れ ました。 ある ワー ドで は，教会員

がわ た しが集 わない こ とを望 んで い

るように強 く感 じました。それが6か

月間続 いた後 で ようや く，不 承不承

なが らも受 け入 れて も らってい ると

い う感 じに変 わ りました。 で もそれ

は， なか なか 出て行 こ うとしない厄

介 者だか ら我慢 しなければな らない

という受 け入れ方なのです。」

これが事実であれば，悲劇です。教

会のすべてのユニ ソトの中になければ

な らない精神への裏切 りです。皆 さん

のような男性女性は偉大な才能を持っ

ていて，教会のほとんどすべてのワー

ドにおいて教育 と指導性の質を高める

ために貢献することがで きます。監督

をは じめ とする教会の指導者が一人一

人の教会員 を温か く歓迎 し，その才能

を生かすよう指導するのは，教会全体

に課せ られた責任 です。

この ように，わた したちは既婚者や

独身者 としてではなく，教会員 として

分類 されるべ きです。 同じ注 目と同じ

思いや りを受け，同じ奉仕の機会を与

えられ る存在 としてです。

神性を認める

わた したちはそれぞれが神の息子 ，

娘，個性のある男性，女性であって，

外見や行動の似通 った者の集ま りでは

あ りません。わた したちはすべて，考

えた り，理由づけをした り，望むな ら

ば惨 めになった りす る能力が同 じよう

に備 わってい ます。幸福 にな りたい，

愛 し愛 されたいとの望みは同 じなので

す。わたしたちは同 じ痛み と感受性 と

情緒に左右されます。
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皆 さん一人一人に何か しら神か ら受

け継いだものがあることを，決 して忘れ

ないようにしてください。皆さんは神の

息子，娘であり，神のすばらしい遺産で

す。そうした自分 を決してないがしろに

することのないように願っています。

この会 と同 じような場 でわた しは，

昔の自分 自身の体験 について話 した こ

とがあ ります。ある晩，妻が女性の問

で 「シャワー」 と呼ばれてい る集 まり

(訳注 結婚や出産を控 えた人に贈

り物 をす るパーティー)に 出かけてい

て，わた し一人が家 に残っていました。

わた しは照明を落 として レコー ドをか

けました。ベー トーベ ンのバイオリン

協奏曲です。薄暗が りの中でその曲を

聞きなが ら，一人の人間によくぞ これ

だけの作品が書けたものだと驚 きまし

た。ベー トーベ ンもわた しと同 じ，一

人の人間なのです。 わた しはベー トー

ざンの身長や肩幅，髪の毛の量 は知 り

ません。で も，わたしたちとそんなに

変わってはいなかったはずです。空腹

を覚え，痛みを感 じ，わたしたちが経

験するすべての，いやそれ以上 の問題

を経験 していたので はないで し ょう

か。 しか し，霊感に満ちたこの人物 の

頭脳 からは偉大な作品が創作 され，そ

れが長年にわたって世界中の人 々に慰

めを与えているのです。

わたしは人間の心 と体 に驚 きを覚 え

ます。皆 さんは 自分 自身の体 の驚 くべ

き機能 について思い をはせたことが あ

りますか。物 を見 る目，音 を聞 く耳，

話をす るための声。 これ まで作 られた

どんなカメラも，人間.の目とは比べ も

のにな りません。 これまで考案 された

どん なコミュニケー シ ョンの手段 も，

人 間の声 や耳 ほ どの働 きはで きませ

ん。いかなるポ ンプ も，人間の心臓の

ように長い間，効果的な働 きをす るこ

とはで きません。 また，いかなるコン

ピューターや ほかの科学 的な創造 も，

人間の頭脳 には匹敵 し得ません。皆 さ

んは何 と驚 くべ き存在で しょうか。皆

さんは昼 には物 を考 えて，夜には夢を

見 ることがで きます。話す ことも聞 く

こともにおい をか ぐこ ともできます。

指を見て ください。指の動 きを機械 的

に どん なに精 密 に再生 しようと して

も，それはぎこちない，ほんの一部の

動 きで しかあ りませ ん。次 に指 を使 う

ときは，その動 きをよく見て くだ さい。

そしてその不思議さ.を感 じ取ってくだ

さい。

皆 さんは神の子です。神の被造物 の

中で最 も偉大 な存在です。主は地球 を
やみ

創造された後，すなわち闇 と光 を分 け，

水 を分 け，植物 と動物の王国を造 られ

た後，男 と女 を創造 されました。繰 り

返 します。 どうぞ自分自身 をないが し

ろに しないで ください。皆 さんの中に

は自分 は魅力的でない とか，自分には

才能がない とか思っている方がお られ
れんびん

るのではないで しょうか。 自己憐欄 と

いう無駄な世界をさまようのはやめま

しょう。世界 に名の知 られた宣教師の

中で最 も偉大な人物パウロは，背が低

く，ローマ人特有の大 きな鼻 といかつ

い肩 を した鼻声 の人物 と言 われてい

て，その特徴の どれ もが，ある人々に

とっては魅力に欠けるもの となってい

ます。 アメリカ最大の英雄 工一ブラハ

ム ・リンカーンは悲惨 なほ.どの不器量

な人でした。 しかし，その彼の偉大な

心 と頭脳 から，ほかのほとんどの人が

ロにす ることのなかった偉大な言葉が

語 られたのです。
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自分をさげすんだ り，悲観的な目で

見 たり， 自分 を過度 に責めた りするこ

とのないようにしましょう。決 して人

を笑い物に しないで ください。交わる

すべての人々の生活の中に徳を見つけ

てい くようにしましょう。

祝福とチャレンジを主に感謝する

わた しが今 よりももっと若いころ，

「いい点 を強 めて」 とい うタイ トルの

ポピュラーソングがあ りました。人格

や人間的な魅力，人 とうまくやってい

けるか どうか を左右するのは，ほかの

何 よ りも増 して態 度です。聖典 には

「人はその心 に思 うそのままであ るか

らだ」(欽 定訳箴言23：7)と あ ります。

結婚 を希 望す る独 身の兄弟姉 妹の

皆 さんに，わ た しは こう申 し上 げた

い と思 い ます。望 み を 全て ないで

だ さい をやめてはい1せ ん。
はんりよ

しか し"と なる を つ レるこ

とばか に な を られて い1ま

盤 。 その ことを忘 れて， ほか のこ

とを一 生懸命す る ようになる と，良

い相手 に巡 り会 える可 能性が飛躍 的

に高 くな ります。.

新 聞 の 「ア ビー様 へ 」 の 欄(訳

注 『シ カゴ ・トリ ビュー ン』紙

〔ChfcagoTrfbロ ηe〕の投書欄)か ら少

しご紹介 しましょう。

「男性 にも女性 にも好かれる方法は

次のとお りです。親切であること。正

直であること。気転が利 くこと。 とて

もかわいい とは言えない(ハ ンサム と

は言 えない)人 は身だしなみをよくし

て趣味のよい もの を身に付 け，いつ も

姿勢 をよくするように注意 し，ほほえ

一 と。
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体 と心を清潔にすること。頭が良 く

なければ人一倍努力す るこ と。スポー

ツが得意でなければスポーツマ ンシッ

プを十分に発揮す ること。何か一つ秀

でた ものを持つこと。 ダンスも歌 もだ

めな ら楽器 を習 うこと。

自分 なりの生 き方を しなが らもルー

ルは守 ること。親切な言葉や思いや り

の行為 を惜 しまず，逆 に辛口の批判 は

避 けること。……これを行えば，後で

よか った と思 うはずです 。」(『 シカ

ゴ ・トリビュー ン』1991年3月17日 付 ，

6)。

わ たしはで きればすべての女性がす
はんりょ

ばらしい男性 と，すなわち伴侶 として

生活するうえでふさわ しい人，妻 とし

ての皆 さんだけでな く皆 さんのもとに

生を受ける者たちの面倒 をよく見る働

き手，家族の守 り手，力の源，いつも

愛 しいたわって くれる伴侶たるべ き人

と結婚 してほ しい と願っています。ま

たすべての男性が，自分を愛 してくれ

る人，慰め励 まして くれる人，読 書を

しよ く考 える人，自分だけでな く相手

の長所 もよ く理解 し積極 的に認 めて く

れる人，自分の本音 を打ち明け られる

人，不死不滅 と永遠の命へ と通 じる人

生の道 を並んで歩ける人 と永遠 の伴侶

になってほしいと思います。 しかし残

念なが ら，物事 はいつ もこのようにう

まくはい きませ ん。 うまくいかない こ

とが多いのです。

結婚は高度な忍耐 を必要 とします。

わた したちの中にはその忍耐力を養わ

なければな らない人 もいるで しょう。

わた しは次 のジェンキンス ・ロイ ド ・

ジ ョーンズ氏の言葉が好 きで，だいぶ

前 に新 聞か ら切 り抜 きをしてお きまし

た。彼 はこう言 ってい ます。

「ドライブ イ ン ・シア ター(訳

注 自動車 に乗 ったまま映画 を見る

ことのできる施設)で 手を握 り合って

キスをす るわた したちの若人(男 女)

の多 くには迷信があるようだ。彼 らは

結婚 とはいつまで も枯れることのない

タチアオイで囲まれた別荘の ような も

ので，永遠にハ ンサムな夫が永遠 に美

しい妻のもとに帰宅す るものだ と思っ

ている。 しか し， タチ アオイもやがて
けんたい

は枯れ，倦怠感 と請求書に直面する と，

離婚訴訟のための法廷がごった返すの

だ……。

〔結婚生活において〕無上の喜 びが

得 られるのはごく普通のこ とだ と思 う

人はだれでも，それが奪われて しまっ

た と叫び回って無駄 な時を過ごす。

〔現実は〕ほ とん どのパ ットはホー

ルインしない。軟 らかなステーキはあ

ま りない し，子供だって大人になって

みればほ とん どが ご く普通の人間だ。

結婚生活で成功 している人は，お互い

に高いレベルでの忍耐 を示 し合ってい

る。そうでなければ，結婚生活の中で

行わなければならないほとんどのこと

は，つ まらないことが多い……。

人生 とは古 き良き時代の列車の旅の

ようなものだ。遅れ，列車交換のため

の待ち合わせ，煙，ほこ り，すす，揺

れ。美 しい風景や胸のす くようなスピ

ー ドを味わ うのはほんのまれでしかな

い 。

肝 腎 な の は ， こ の 人 生 と い う 列 車 に

乗 れ た こ と を 主 に 感 謝 す る こ と だ 。」

("BigRockCandyMountains"

Desere亡News「 ビ ッ グ ロ ッ ク ・キ ャ

ン デ ー マ ウ ン テ ン ズ 」 『デ ゼ レ トニ ュ

ー ズ 』1973年6月12日 付
，A4)

こ の 世 の 人 生 に あ っ て ， 結 婚 を 経 験
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する人もいればそうでない人 もいると

いう現実 を直視 しましょう。結婚を経

験する人に とっては，人生 とは自らを

何の条件 もな く完全 にささげることを

意味 します。全身全霊を もってことご

と く忠誠 を尽 くさな ければな りませ

ん。それは永遠に続 く聖約であ り，伴

侶 としての関係は常 に心 を配 り養って

いかなければな らないものなのです。'

熱心に善いことに携わる

結婚 を経験 されない方々に申し上げ

なければならないのは， この人生の現

実に正面か ら立ち向か ってほしいとい

うことです。 しか し，独 身の状態が続

くとい うことは，機会やチャレンジや

大 きな報いか ら見放 された状態を意味

するものではあ りません。
いや

多 くの人にとって，孤独 を癒す最良

の薬 は，人のために働 くことだ と思い

ます。皆 さんの問題を過小評価す るわ

けではあ りませんが，それよ りも深刻

な問題を抱 えてい る人がた くさんいる

ということをあえて申し上げます。そ

の ような人々に手 を差 し伸べ，助 けと

励ましを与 えて ください。わずかな気

配 りや励 ましがないため に，暗い学校

生活 を送っている少年少女が非常 に多

くいます。苦痛，孤独，不安の中で生

活 している高齢者の方 々がいますが，

その多 くは簡単 な会話があるだけで，

ある程度希望や喜びを感 じられるので

す。

自己を捨てて人々のために奉仕 して

くだ さい。 イエ ス は言 われ ま した。

「自分 の命 を救お うと思 う者 はそれを

失い…… 自分の命 を失 う者は，それを

見いだすであろう。」(マ タイ16：25)



、

人生 に行 き詰 まりを感 じた ら，重苦 し

い孤独感に襲われた ら， 自分は価値の

ない人問だと感 じた ら，出て行 って自

分 よりも惨めな生活を している人を捜

して ください。た くさんの人が見つか

るで しょう。目の不 自由な人のために，

お年寄 りのために本を読んであげて く

だ さい。希望 を失 っている人を助 け，

悲 しんでいる人に慰めを与えて くださ

い。貧 しい人々に皆 さんが持 ってい る

物の 中か ら少 しを差 し上げて くだ さ

い。物を分かち合えば世の中は皆 さん

にとって もっとすて きな，もっと喜び

の多 い場所 となるはずです。 「神 に頼

って生 きるようにしなさい。」(ア ルマ

37：47)わ た したちにで きるこ とで，

すばらしい報いが得 られるものがた く

さんあるのです。

最近わた しの もとにユ タ少年院の会

報が送 られて きました。そこにマイク

という少年の話が載っていました。書

いたのは少年裁判所の判事です。

「マイクは9歳 のときから車 を寝 ぐら

にするようにな り，ギャングともかか

わ り，危 険な武器 をも手に し始め た。

州の機関は彼を更正させることはで き

なかった6そ こで援助 を申 し出たのが

ユタ少年院である。ユ タ少年院はマイ

クの命 を救 った。少年院はマイクに住

む場所 を提供 し，価値観 と標準 を教え

た。環境 は一変 し，住む世界 も変わっ

たマイ クは，今 はもう少年 院を出て立

派に生活 している。」

マイク自身の手紙 も載っていました，

わたしたち一人一人には学び続けると

いう偉大な可能性があります。

こう書 いています。

「こんにちは。マイクです。ぼくは

小 さいころ，悪 さばか りや ってい まし

た。悪い仲間に入っていました。それ

か らここに来ました。 ここに来られた

こ とをうれ しく思っています。ここに

来なけれ ばずっ と悪 い仲 間と一緒で，

問題 を起 こし続けていたか らで す。こ

こに来てほんとうにうれ しいです。ク

リスやデルファの ようないい人と会 え

たか らです。ぼ くも今 は家族がいて，

楽 し くや っています」(ユ タ少年 院，

N6wBegゴ ηη加gsRoα ηd一乙加 『新たな

始 まり』1996年 秋 季，1)。

聖徒の道/1997年11月 号

21



L

傷ついている人はた くさんいます。

彼 らはその傷 に包帯 をして宿屋 まで連

れて行って くれる良 きサマ リヤ人を求

めています。困っている人には小 さな

親切が大 きな祝福 とな り，また親切 な

心を示す人の心に も良い気持ちをもた

らします。

続けて学ぶ

もう一つ覚 えておいていただきたい

こ とが あ ります。 わた した ち一 人一

人 には学び続 ける とい う偉大 な可 能

性が ある とい うこ とです。重 い病気

にかかってい ないか ぎ り， わた した

ちは年 齢 に関係 な く読書 を し，勉 強

を し，すば ら しい人々の著 した もの

を心 ゆ くまで味 わうことがで きます。

ジ ョシュア ・リーブマ ン博士 は こう

語 ってい ます。 「偉大な ことは，生 き

てい るか ぎ り成 長す るとい う特 権 を

得 てい ることです。新 しい技術 を学

ん だ り，新 しい仕 事 に着 手 した り，

新 た な目的のため に献 身 した り，新

た な友人 を作 った りす るこ とがで き

ます。 そこで， 自分た ちには得手不

得手が ある とい う事実 ， また天才 は

ほとんど存在 しない， ほ とん どが 中

くらいの人だ とい う事 実を受 け入 れ

たうえで， 自分た ちは変われ る し変

わ らなければ ならないのだ とい うこ

とを心 に留 め まし ょう。わ た したち

は死 ぬその 日まで成長 す るこ とがで

きます 。 自分 自身の内 にあ る隠れた

宝 を掘 り当てるのです。」

この教会の会員であるわた したちに

は，主からの驚 くべ き約束があ ります。

主はこう言われま した。「神 か ら出て

いるものは光である。光 を受け，神の

うちにいつ もいる者は， さらに光 を受

ける。そ して，その光 はます ます輝 き

を増 してついには真昼 となる。」(教 義

と聖約50：24)。

何 とすばらしい言葉で しょうか。 こ

れはわた しの好 きな聖句の一つです。

この聖句には，成長，進歩，神へ と通

じる道 を進む ことが語 られてい ます。

そしてこの聖句は，以下の偉大な宣言

と対 を成す ものです。 「神 の栄光 は英

知である。言い換 えれば，光 と真理 で

ある。」(教 義 と聖約93：36)「 も しあ

る人が精励 と従1頂によって， この世で

ほかの人 よりも多 くの知識 と英知 を得

るならば，来るべ き世でそれだけ有利

になる。」(教 義 と聖約130：19)「 わ た

したちがこの世 において得 る英知の一

切は，復活の時にわたしたちとともに

よみがえる。」(教 義 と聖約130：18)

これ らの驚 くべ き言葉 に秘め られた

チ ャレンジは，何 と深い意味 を持 って

いることでしょう。わた したちは続け

て成長 しなければなりません。続 けて

学ばなければな りませ ん。続 けて知識

を増 し加えてい くことは，神か ら授け

られたわたしたちの務めだか らです。

わた したちにはインスティテユー ト

の クラスや大学の公開コース，教育週

間などた くさんの機会が与え られてい

て，そこで学 び，人々 と意見 を交換す

ることにより，わたしたちの内には驚

くべ き能力の蓄えがあることに気づ く

で しょう。

学ぶに遅す ぎることはあ りません。

わたしはこのことを心か ら信 じていま

す。 ヒンクレー姉妹 もわたしも年 を取

りました。二人 とも80代 半 ばです。で

もわた しは，妻の読書好 きにはほん と

うに驚かされてい ます。新聞 を1日 に2
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種類読み，雑誌 に目を通 し，『モルモ

ン書』 と 『教義 と聖約』 を熱心に読ん

でいます。それ に加えて先 日の夜 は，

分厚い伝記 を読んでいま した。

様々な分野の書物 を読 むこと以上 に

会話 を魅力的に して くれ るものはあ り

ませ ん。主 はわたしたちにこう言って

お られ ます。 「最良の書物 か ら知恵の
へ

言葉 を探 し求め，研 究によって，また

信仰 によって学問を求めなさい。あな

たがた自らを組織 しなさい。……怠惰

であるの をやめなさい。」(教 義 と聖約

88：118-119，124)。

最 良の書 は聖典です。主は言われま

した。「聖文 を調べ なさい。あなたが

たはその中に永遠の命があると思って
あかし

いるが， これはわた しについて証 をす

るものである。」(欽 定訳 ヨハネ5：39)

教 会 の機関誌を読んで ください。ほか

にも読んでためになるものがた くさん

あ ります。読書 は心を研 ぎ澄 まします。

知性 に磨 きをかけます。わた したちの

時代のみならず歴代 の偉大 な人々の思

いに触れることにより，皆 さんの語 る

言葉 は もっ と豊か になる ことで しょ

う。

でも，何を読むかに注意 してくださ

い。疫病 を避けるようにポルノグラフ

ィーを避けて ください。ポルノグラフ

ィーは死 に至る病気 と同様に危険だか

らです。汚 らわ しい言葉 を避 けて くだ

さい。 また，多 くのテ レビ番組， ビデ

オ，風俗雑誌，電話 による風俗情報 に

見 られる，人 を誘惑する卑 しい情報 を

避けて ください。わた しが申 し上げて

いるこうしたわいせつな情報が，今や

インターネ ットで見 られるようになっ

てい ます。これ らは皆 さんに何の利益

ももた らしません。皆 さんを破滅に陥
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れるだけです。

もう一つ申 し上げます。最近独 身の

男女 だけで旅行 をした り，遠い所 を訪

問 した りす ることが増 えています。そ

うした行為 は危険 をいっぱいには らん

でいます。独身の男女がそう した状況

にあるとき， どれだけ無防備か を理解

して ください。火遊びをしてもやけど

はしないからと思ってお られるかもし

れません。それは，わた しから言わせ

れば危険な考えです。皆 さんが持 って

お られる最 も大切な ものに忠実であっ

て ください。そ して妥協 を求め られ る

ような状況 に遭遇 したときには，鋼鉄

の ような自制心 を働かせて ください。

兄弟たちに申し上げます。勝手気 ま

まな振る舞いをする権利は皆 さんには

あ りませ ん。神の神権 を持つ人が人を

不道徳な行いに誘 うことは，あっては

な らないこ とです。 自制心 を働 かせ

て思い を コン トロール し，衝動 を抑

える こ とは， どう して も必要 なこ と

です。

教会で奉仕する

皆 さん全員 に申し上げます。教会の

中での奉仕への招 きはすべて受け入れ

て くだ さい。そ してこの栄光あふれる

主の業にあって，誠実かつ忠実であ り，

忠誠 と支持 を怠 らないで ください。わ

た したち一人一人がこの偉大な大義 と

皆さん全員に申し上げます。教会の中

での奉仕への招きはすべて受け入れて

ください。

王国の一翼を担っているのです。この

全能者 の業には，怠け者や批評家，悲

観論者 のいる余地はあ りませ ん。クラ

スを教 えて ください。それは少年少女

を立派 な男性 と女性に成長できる よう

に方向づけをすることになります。 プ

ロジェク トが あったら進んで参加を申

し出て ください。そして最 も大切 なこ

ととして，普段の人知れない生活の中

で，主が皆さんに与 えて くださった善

を反映させるような行動 を取 りましょ

う。皆 さんはすば らしい国に，しかも
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世界の歴史の中の偉大な時期に生を受

けました。皆さんは回復された福音の

知識や教会員としての資格，主の業へ
あかし

の心か らの証 を祝福 として得た，比較

的少数の人々に数えられるのです。

よく祈 って ください。皆 さん一人一

人が朝晩ひざまずいて，主に感謝の気

持 ちを述べ ていただけれ ば と思 い ま

す。また義にかなった心の望みを主 に

話 して ください。そ して，助 けを必要

としている人，悲 しんでいる人のため

に祈ってください。

ひとり親の兄弟姉妹の皆 さんに特別

な感謝の気持 ちを申し上げたいと思い

ます。皆さんの重荷 は大変な ものです。

わたしたちはそれを知っています。皆

さんの悩みは深い ことで しょう。経済

的に楽になることはあ りません。時間

的にも楽になることはあ りません。 ど

うぞ最善を尽 くして，あ とはお子 さん

が恵み と理解 と，そ して最 も大切 なこ

ととして，信仰の うちに成長すること

ができるタうに，主に助けを願って く

ださい。それを行えば，ひざまずいて

目に涙 をいっぱいためなが ら，主が授

けて くださった祝福 に感謝する 日が訪

れるで しょう。
はんりよ

伴侶 に先立たれた年配の兄弟姉妹，

皆 さんは貴重な存在です。皆 さんは長

い人生 を送 り，経験が豊かです。酸い

も甘いもかみ分けて こられました。痛

みや悲 しみ，孤独，恐 れの多 くも経験

済みです。 しか し同時に，わた したち

の父なる神 はわたしたちが困っている

ときには決 して見捨てることはなさら

ないとの心地 よい，何 ものにも代 え難

い確信 もお持 ちです。皆 さんの これか

らの日々が安 らかであるように願って

います。天からの祝福 があ りますよう

に。過去の思い出の数々か ら慰め と力

を得 られ るように願っています。また，

皆さんがその成熟 した愛 と思いや りを

もって，失意にある人々に手を差 し伸

べ，援助 して くださることをお願いい

た します。

兄弟姉妹の皆さん，試練 を超えた と

ころを見 てください。人の苦 しみ を和

らげる努力 をす ることに より，自分の

苦 しみを忘れるようにしましょう。機

会があれば人々と交 わ りましょう。そ

うす ることは大切です。わた したちに

は話 し相手が必要です し，心の思いや

信仰 を分かち合 う人がいなければなり

ませ ん。友達を作って ください。 まず

自分が相手 にとって良い友達 になるこ

とから始めましょう。

重荷を主 と分かち合いましょう。主

はわたしたち一人一人にこう言ってお

られ ます。「すべて重荷 を負 うて苦労

している者は，わた しのもとにきなさ

い。あなたがたを休 ませてあげよう。

わたしは柔和で心のへ りくだった者

であるか ら，わた しの くび きを負 うて，

わた しに学びなさい。そうすれば，あ

なたがたの魂 に休みが与 えられるであ

ろう。

わたしの くびきは負いやす く，わた

しの荷 は軽 いか らであ る。」(マ タイ

11：28-30)

提案 をいたします。家族歴史の業を

始 めて くだ さい。その とりこになるは

ずです。

いつ も，どのような状況 にあって も，

神殿推薦状 を受け，それにふ さわしい

生活 をして ください。皆さん一人一人

が神殿推薦状 を受けてお られ ると思い

ます。 もしまだであれば，生活を正 し

て主の家 に入 る資格 を得て ください。
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定期 的に神殿に参入 しましょう。神殿

では 自分では何 もで きない人々のため

に助 けをすることがで きます。そ して

神殿 を出るときはいつ も，入った とき

よりももっ と善い人間 となって出て来

ることがで きます。皆 さんが財布やハ

ンドバ ッグに入れてお られる神権推薦

状 は，皆 さんが守 られていることを思
へ

い出 させ て くれ るもの となるで しょ

う。 また，皆さんが身代 わ りで行われ

る業は，ほかか らは決 して得 られない

大 きな満足を もた らして くれるはずで

す。
Pさて
，'もう一つだけお話 しします。

こうまん

わたしたちには傲慢 さや利己心はあっ

てはなりません。主は啓示の中でこう
けんそん

言われま した。「あなたは謙遜であ り

なさい。そうすれば，主なるあなたの

神 は手を引いてあなたを導き，あなた

の祈 りに答 えを与 えるであろう。」(教

義 と聖約112：10)わ た しはこのこと
なら

を信 じています。皆 さんもこれに倣 っ

ていただければと思 っています。

最後に，わたしたちが皆 さんを心か

ら愛 していることを知っていただ きた

いと思い ます。皆 さんに対 して尊敬 と

信頼を抱いていることをご理解 くださ

い。わた しは自分に託されている権能

の範囲に従って皆 さんを祝福 いた しま

す。信仰 と義の道 を歩 まれ るときに，

た くさんの幸福 が得 られます ように，

必要 な物質 的な恵みが頂 け ます よう

に。考 えているこ とや感 じていること

を分かち合 える友人 に恵まれます よう
あがな

に。そ して世の蹟い主の愛 を味わ うこ

とができます ように。□

1996年9月22日 ，ソル トレーク ・タバ ナク

ルで の説教か ら。



家庭訪問メ ッセージ

「知識の言葉」

/
'

〆

「別の人には，知識の言葉が与えられ

る。それは，すべての人が教えられて

賢 くなり，また知識を得るためであ

る。」(教義と聖約46：18)

み たま たまもの

す詣蕪 螺翔よ談濃
け， また伝え られます。モロナイはこ

う教えています。「聖霊の力 によって，

あなたがたはすべての ことの真理を知

るであろう。」(モ ロナイ10：5)

知識は喜びをもたらす

わたしたちが得 ることので きる最 も

重要な知識は，神 と御子 イエス ・キリ

ス トを知る知識です(ヨ ハ ネ17：3参

照)。 主を知ろうと患実に求める者は，

「啓示 の上 に啓示 を，馳知識 の上 に知識

を受けて，∵…喜びをもた らし永遠の

命 をもた らす ものを知ることがで きる

よ うにな るであ ろ う」(教 義 と聖 約

42：61) 、と，主 は約束 されています。

ある教会員は， 「モルモン書』 を2度

目に読んだとき， この賜物を受け，約

束 された喜びを受けました。1度 目は，

で きるだけ早 く読み終 えるために，た

だ ざっ と読み ま した。 で も2度 目は

『モルモ ン書』 が教 えることを理解 し

たいという願い をもって読みましだ。

「読んでい くうちに，新 しい考 えが

心に浮かんで きました。そ して，読ん

だこととわた しが経験 したこととのつ

なが りが分かるようにな りました。 自

分 をどの よ うに改善す る必要が ある

か，気がつ きました。で も， しかられ

てい るとい うよ りは，愛 されていると

いう気持 ちを感 じま した。わた しの心

は喜びにあふれまし鵡 」

研究と信仰を通して知識を求める

神 についての知識 を求め る際には，

「神の思い も，神 の御霊以外 には，知

るもの はない」(1コ リン ト2：11)と い

うことを忘れてはな りません。御霊 は
あかし

ほかでは見 いだすことので きない証 と

知 識 を与 えて くれ ます(1コ リ ン ト

12：3参 照)。

こうい う訳 で，主 はわた したちに，

「研 究によって， また 曇 によって学

問を求めなさい」(教義 と聖約88：118，

下線付加)と 勧告 されています。研究

.による学習 は頭 と関連しますが，信仰

による学習 は霊 と関連 します。アンモ

ンがラモーナイ王 を非常に驚かせた福

音の知識を得たのも，このような方法

によるもので した。アンモンは この よ

うに述べ ています。「その御霊の一部

がわたしの内に とどまっていて，神に

対するわた しの信仰 と望みに応 じて，

訟 」ン・一・・一

lLLUST2ATEDBYCAROLCUTLER

理解 と力を与えて くれるのです。」(ア
ー
ルマ18：35)

また 主はわたした ちに，「研究 して

学び，すべての良い書物に通 じ，また

もろもろの言語 と国語 と民族に通 じる

ように」(教 義 と聖約90：15。88：79

も参 照)と 期待 されています。

ツ ル トレーク ・シティーに住 むハイ

ディ ・ハリス姉妹は 『モルモ ン書』を

研究 したい と思いま したが，学校の勉

強が忙 しくてで きない と思 いました。

ある晩，数学の問題が解けなくて困っ

たとき，信仰を行使 し，助 けを祈 り求

めました。祈 り終えると， まず 『モル

モン書』が 目に入 りました。彼女はこ

のよ うに述べてい ます。 「それを手 に

取 ると，読み始めま した。……ニーフ

ァイ第一書の一つの章 を読み終 え，わ

たしを悩 ませ ていた数学の問題 に再び

取 り組 みました。すると，解けたので

す。」

数週 間 『モルモ ン書』 を読んだ後，

ハ イ デ ィの成績 が良 くな りま した。

「もちろんそれで も勉強は しな くては

な りません。 しか し 『モルモン書』 を

読む ことで，もっと頑張 りが利 くよう

にな……るのです。そ して勉強 してい

る事柄 について よく理解で きるように

な り，根気 も出てきました。成績が上

が っただけではな く，今 までにな く人

ζうま くやっていける ようにな り，幸

せ を感 じる よ うに な った の です 。」

て『聖徒の道』1996年2月 号，13)

●どのようにしたら霊的な知識を増

すことができるでしょうか。

●どのような機会にわた したちは自

分の知識をほかの人と分かち合 うこと

ができるでしょうか。□



新 しい

ワードに

なじむ

た したちは皆，自分 のワー ドや

わ支部 において接待係 です。転入.
者 ，訪問者，そ して求道者 を歓迎 した

り，ほかの人々に思いや りをもって接

した りすることは，末 日聖徒 としてわ

た したちの責任 なのです。 しか し時 と

して，わた したちは 自分の殻 に引きこ

もってしまい，そこか ら出て来 ようと

しな くなったり，見知 らぬ人に対 して

友好的になれな くなってしまった りす

， る傾向があ ります。以下 は自分たちの

集会にほかの人々を歓迎するための提

案です。

1.ほ かの人 々を自分た ちの兄弟

自分が接 して

震

望

塞

憂
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にもその とお りに接す る必要があ りま

す。救い主もこうおっ しゃっています。

「だか ら，何 事で も人々か らしてほ し

い と望むことは，人々にもその とお り

にせ よ。」(マ タイ712)

2転 入 者が 自分たちの ワー ドや支部

に来た ら，彼 らを歓迎 し，自己紹介 を

し，助けになれるよう， また友好的に

なれ るよう努める必要があ ります。キ

リス トの福音か ら見 いだ した喜 びを放

つ必要があ ります。

3親 切で，友好的なあいさつや，受

け入れようとす る姿勢に訪問者 は反応

す るものです。教会員でない人の多 く

は，なぜ 自分がそんなに親切に接 して

もらえるのかを知 りたい と思 うで しょ

う。 もちろんその答 えはイエスの教 え

に見いだす ことが で きます。「わた し

があなたがたを愛 した ように，あなた
たがい

がた も互に愛 し合い なさい。」(ヨ ハ ネ

13●34)

4マ ー ビン ・J・ アシュ トン長老 の

勧告 は，古 くか らの友人のみな らず，

新 しい知人 に対 して も当 ては ま りま

す。「人と交 わるとき，また友人 を今

よりもっ と幸福 な状態にしようと努め

るとき， 自分のことは忘れま しょう。」

(TheMeasロreofOαr飽ar亡s『 心の物

差 し』114)

も し わ た した ち が教 会 で ほか の

人々，特 に 「町のうちに寄留 している

他国人」(申 命24.14)を 高 め，仕 え

る機会を見つけるという決心 をするな

ら，多 くの人々に祝福 をもたらすこと

ができるでしょう。わた したちが神の

子 らを歓迎 し愛する とき，主が導いて

くださるの をはっきりと知 ることがで

きます。そ して，彼 らは 「もはや異国

人で も宿 り人でもな く，聖徒たちと同

じ国籍の者」(エ ペ ソ2.19)と な るの

です。□
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転入者への提案
バ トリシア ・ニールセン

年前，主人の会社での昇進に伴い，わた したちは別の州へ と移 り住み ま

数 した。新 しい土地での最初の数週間は，孤独 で陰 うつな気分でした。
ある日，前のワー ドの扶助協会会長から手紙が届 きました。その手紙の中で，

彼女 も幾つかのワー ドで転入者 となった経験があ り，新 しいワー ドにな じむの

がいつ も困難 だった， と書 いてあ りました。そ して次 のようなアイデアを分か

ち合って くれ ました。

1隣 …に座った人が自己紹介 して くるのを待っていないで，自分の方か ら自己

紹介 しましょう。

2ワ ー ドの会員たちに，この地 に来れた ことをうれし く思 っていて，彼 らと

もっと知 り合いたいと心か ら願っていることを伝 えましょう。前向きな態度は，

人々をあなたに引 きつけます。

3あ なたを必要 としている人を探 して くだ さい。

4扶 助協会や神権定員会の指導者に頼んで，訪問教師やホームティーチ ング

の割 り当てを もらいましょう。

5扶 助協会や神権定員会の指導者 に，自分 と同じ関心事 を持っているワー ド

の会員の名前 を教 えて もらいま しょう。そ して彼 らに自分か ら自己紹介す るの

です。

6人 生の中で小休止 とも言 えるこの時期 を利用 して，今まで忙 しくてで きな

かったことをやるようにしてみま しょう。

7自 分が神 の子であ り，人に してあげられることが多 くあるのを忘れないで

ください。

この提案 に従 うことで，わたしはす ぐに新 しいワー ドに溶け込め ました。早

く新 しいワー ドになじめるよう助けて くれた友人の思いや りに，わた しはこれ

か らもず っと感謝することでしょう。□

駐
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正直に事を行う
生活の中で行いを導く正義の原則は，

実社会でも適用されるべきです。

アラ ン ・V・ ファンク

き
託鶉

奮

崖塁

19鷹 甥㍑益耀 罷
うとしていました。ち ょうどそのころ，

妻のジュディは最初の子供 を出産 した

ばか りで，隣の州に住む妻の両親の実

家に帰 っていました。義理の両親の集

うワー ドに妻 とわた しの家族 を集め，

長男 に命名 と祝福の儀式 を行うことを

わた しは心待ちにしてい ました。わた

しの両親はカ リフォルニアか ら車 で，

わた しは飛行機 でそれぞれ土曜 日に現

地、に向か うことにしてい ました。わた

しはその前 日の金曜 日に退役す ること

になってい ました。 こう して， 日曜
あかしかい

日の 断食証 会 に全員が 出席 で きるよ

うすべての手はずが整っていました。

ところが，予定 されていた解任 日の

前 日か2日 前の こと，必要 な事務処理

相手から財政的な申し出をされたり，

こちらからしたりしようという誘惑に

駆られるのは，「虹の端には金のつぼ」

の物語(虹 の端の方には金のつぼがあ

るというアイルランドの伝説。どこま

で行っても虹に端はない)と ほとんど

同じです。わき見をすることなくいつ

も正直であることによって，両手いっ

ぱいの悲しみを免れることがでぎますも

が期 日までに終 わ りそうにないので，

翌週の初めごろまで基地に残 るように

との知 らせ を受けたのです。その悪い

知 らせ を聞いて，予定 どお り子供の命

名 と祝福の儀式を実行す るにはどうし

たらよいだろうかと考えました。退役

手続 きの担 当官に事情 を説明 しました

が，理解 してはもらえませんでした。

期 日どお り儀式 を決行 しようと思 っ

ていた折 りも折 り，わたしは何週間か

前に聞いたある話 をふと思い出 しまし

た。それは，わいろ と交換 に退役の時

期を早めて くれる人物がいるという話

で した。わた しはその人物 と連絡 を取

りたい という誘惑に駆 られました。 し

か し，早 くこの基地に別れを告 げ，神

権の祝福 を授けたいか らといって，わ

いろを差 し出す というのはわた しの良

心 が許 しませんで した。わたしは家族

の皆 に祝福 を延期するという連絡 をし

ました。

3週 間後，わた しの もとに軍の調査

官か ら電話がかかって きました。わた

しがわいろ事件の証人および被告 とし

て召喚される可能性があるという内容

でした。面談の中で，調査官か らこの

わいろ事件にかかわったとして嫌疑が

かけられている軍人の写真 を見せ られ

ました。以前 に，退役 の遅れについて

知 らせ てきたあの下士官の写真 もその

中にあ りました。

あの とき正 しい選択 をしていてほん

とうによか った と思います。 もし逆の

ことをしていた ら，わた しの仕事上の

夢は実現 しなかったことで しょう。ま

たふさわ しい状態で息子を祝福す るの

も危 うくなっていたことで しょう。わ

た しはこの とき，正義の原則に患実に

従 うこ とによってのみ，「神の前にお

いて 〔わた したちの〕 自信 は増」す と

いうことを悟 りました。また，これま

でに幾度とな く同 じ真理を思い起 こさ

せ られました(教 義 と聖約121：45)。

毎 年1回 ，わた しは神殿 に参入す る

ためのふ さわしさについて監督 に報告

します。 この報告をする際，私生活で

あれ実社会であれ，自分がほかの人と

どの ように接 して きた かよ く考 えま

す。業務上の不正を調査す る会計事務

所の経営者 として，わた し自身同様 に

自分 の仕事 を霊 的見地か ら常 に監督

し，評価 しなければな りません。また，

どれだけ不正や疑 いをかけ られる よう

なことを避けているかだけでな く，ど

れだけそのような行いの原因となるよ

うなことを避 けているかという観点か

ら自分 を評価 しなければな りません。

わたしは道義に もとる不正行為が発

生するため.には概 して，動機，状況的

機会，高潔 さの欠如 とい う3つ の要素
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L

を満た さなければな らないということ

を発見 しま した。 この3つ の要素の う

ち一つか二つの要素がそろった として

も，道義にもとる不正行為 は普通発生

しません。

このような観察 をす る中で思い出す

のは，ボーイスカウ ト時代 に学んだ火

を起 こす方法 です。火 を起こす には，

燃料，酸素，そ して熱が必要です。 こ

の3つ の要素 のうち一つで もな くなる

と，火 は消 えて しまい ます。同様 に，

非倫理的な行為を避けたいな らば，そ

のような行為 を生み出す要素の一つも

しくはそれ以上を自分の生活か ら消 し

去 ることです。

動 機

裕福 であって も，貧 しくて も， また

その中問 ぐらいであっても，わたした

ちは目先の満足，結果的に過度の浪費

を促す環境の中で生活 しています。世

の中にはぜいた くを必要 と見なす風潮

があ り，それが原因で財政難 に陥 り，

より大切 な事柄が見えなくなる人が大

勢い ます。 この ような環境 にあって，

わた したちの動機は とて もたやす く悪

化 してしまいます。非倫理 的行為 に先

行 す る動 機 は，多 くの場 合 ，借金 ，
どんよく

貧欲，かけ事，薬物中毒やアル コール

依存症 などと関係があ ります。

企業に働 く人に とっていちばん大 き

な危険の一つ，それは職場の中に非倫

理的行為 をよしとす る外圧があるとい

うことです。特に，個人的な利益が絡

んでいる場合 はそ うです。一見小 さな

ごまか しや非倫理的行為 と思われ るこ

とであれば簡単に合理化 して しまう人

が多いのです。彼 らは次のように自分

に言い聞かせ ます。「ここで行われて

いる職場慣行 については自分には責任

がない。」「自分 はただ上司に依頼 され

たことをやっているだけだ。」「会計上

ほんの少 しの額 なので，この機会 に乗

じ，もう少 し経済的余裕がで きたとこ

ろで返済しよう。」

今月の給与か ら前月の支払いを済 ま

せるような人の場合，非倫理的行為に

走る動機は高 くな り，正 しいことを行

お うとい う高潔さがあるか どうかが試

されます。

状況的機会

人は簡単な方法でお金を稼げるよう

な状況に置かれると誘惑に負けること

があります。そのような機会が道徳的

判断力を曇らせるのです。実例を挙げ

ると，何千人という投資家たちから，

ある特定の会社が財政上安定している

かどうか意見を求められるような，社

会的に信頼される仕事に就いている人
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福音を通して，日曜日だけでなく，平

日仕事をするときにどのような人物に

なればよいのか学ぶことがでぎます。

真実の原則は，日常の出来事と切って

も切れない関係にあるのです。

がい ました。 もし，その人が問題の会

社の財政難について真実を語れば，そ

の会社 を自分 の顧客 のリス トからな く

すことになるわけです。この男性は6

年 間にわたってうそをつ き，沈黙の代

償 にその顧客か らわいろをもらい続け

ま した。最終的 には，真実が暴露 され，

問題の会社は倒産 し，投資家たちは何

億 とい うお金を失い，不正 を行った当

の男性は刑務所に入 ったのです。

非倫理 的行為 を行う機会はどこにで

も転がってい ます。不正直な人々を避

けて仕事 をす るのは至難の技 なので

す。 しか し，だか らこそいつで も正直

で信頼で きそ うな人 と働 くよう努 めな

ければな りませ ん。さ らには，置かれ

た状況に妥協するめを避け，正直に働

くことで，同僚たちに良い影響を及ぼ

す ことができます。た とえ事実や誤 り

が暴露 され，その結果 として危害や恥

を被 ることになって も，進んで正 しい

ことを行い，結果 を受け入れなければ

な りません。そ うす ることによって，

9



は，高潔さを 「完全であ り・… どこま

で も純粋かつ道徳的な性質」 と定義づ

け， さらに続 けて こう語 っています。

「実質的 に，不正直な行為 とい うもの

はすべて，内面的なわい曲いわゆる正

当化 にその端を発 し，大 きくなってい

くものです。正当化 とい うのは，最 も

古 く，最 も悪質で，最 も油断のならな
ぎ まん

い，また最 も破壊的な種類の欺隔，す

なわ ち自己欺 購なのです。」(メ キシ

コ ・中央 アメ リカ地域大会 ，大会報

告 一1972年 度，27)

福 音 は1週 間に7日 間，つま り毎 日，

わたしたちが どんなタイプの人間にな

ればよいのか を教えて くれます。「わ

た したちは，正直，真実，純潔，慈善，

徳高 くあるべ きこと， またすべての人

に善 を行 うべ きことを信 じる。」(信 仰

箇条1：13)

最善を追い求める

誠意や信頼が生まれるのです。

高潔さの欠如

高潔さの欠如は，ほとんどの場合正

当化 という形で現れます。疑問の残る

商業行為を正当化するために最も頻繁

に用いられるのは，「仕事だか ら」と

い う言葉です。言い換 える と，疑いの

残る商業行為 というものは，世の常識

となっていた り，だれかに危害を加え

るこ とのない違反 と見 な され るか ぎ

り，問題視 しない とい うことです(2

ニ ー ファイ288;教 義 と聖約10：

25-26参 照)。

スペ ンサー ・W・ キンボール大管長

わた したちが 自分の知恵 と経験によ

っていつ も即座 に的確な決定を下せる

という日は決 して来ないのではないか

と思います。わた したちは皆過 ちを犯

します。時 として十分な事実を把握 し

ていないためにこのような過ちを犯す

ことがあ ります。悪い判断 を下 したた

めに犯す過ちもあ ります。わたしたち

は過ちを犯 したときには，進んでそれ
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を認め，そこか ら何かを学ぶ必要があ

ります。

間違い を犯 したことに気づいた ら，

す ぐにその間違いを正 しましょう。わ

たしたちの行いが真昼の光に照 らされ

るようにする必要があ ります。使徒パ

ウロは次のように語っています。

「夜 はふけ， 日が近づいている。そ

れだか ら，わた したちは，やみのわざ

を捨てて，光の武具を着けようではな
いんらん

いか。そして，宴楽と泥酔，淫乱 と好

色，争いとねたみを捨 てて，

昼歩 くよ うに ，つ つ ま し く(訳

注 英文では"honestly")歩 こ うで

はないか。」(ロ ーマ13：12-13)

教会 の会員 として，わた したちは人

生のあらゆる分野において最善を追い

求めるように，特に最 も優先すべ きは

天父 との関係，そ して家族 との関係で

ある と教え られてきました。わた した

ちが 自分の職場 で，また地域社会で最

善を追い求めてい くことも，最 も大切

な責任の一つです。

残念 なが ら，仕事上での最善が，利

益や総資産，依頼人や顧客の数，株価

など金銭的な観点で計 られることが多

いのですが，このような基準でほんと

うの意味での最善を計ることはで きま

せん。最善には，人間性 とい う観点か

らしか計 ることのできない霊的な面が

あるのです。

L 一一 一 一 一 ㎜ 一一

わた しは一人のお ばの誠意 に満 ち

た努力 を思 い出 します 。その行 いは

メデ ィアで ほめたたえ られることも，

何 らか の形 で表彰 される こともあ り

ませ んで した。お ばの家 の近 くに夫

を亡 くした内向 的な性格 の女性 が住

んで い ました。特異 な行動 に走 る こ

とが よ くあ り，近所 の子供 たちの物

笑 いの種 に なっていま した。 わた し

の おばは， この女性 に友人 も家族 も

ないの を知 って，頻 繁 に足 を運 んで

は，食べ物 を届 け，話 し相手にな り，

慰 めを与 えま した。 この女性 が亡 く

なった とき，彼女 の葬式 に出席 した

のは，わた しの母，お じ，おばの3人

だけで した。

これはほんの一例ですが，わた しの

おばは個人的かつ誠意を感 じさせる方

法で最善 を尽 くしました。 このおばに

とって，「人々の抱 える問題が 〔自分

の取 り組 むべ き〕業だ った のです。」

(チ ャールズ ・ディケンズ作 品集 『ク

リスマス ・キャロル』543)

正直を堅持する

『モルモ ン書』の中に，ある民 に関

する記録が記されています。その民は

一人の例外 もな く 「……神 と人々に貢

献する熱心 さで も秀で……拠 二

とについて った 正直でまっ"で
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あ り，また最後 まで確固 としてキ リヌ

トを信 じた」(ア ルマ27：27， 下線付

加)と あ ります。
こんにち

主はその民 に今 日でもまった く同 じ

こ とを求めておられます。ジョセブ ・

フ ィールディング ・ス ミス大管長 は，

次のように語 りました。「どこにあっ
み な

て も， 自らに授 けられた主の御名 と召

し，自らの理解する福音に忠実であろ

うとする末 日聖徒な らば，仕事であれ

宗教 であれ，真理，名誉 ，徳，純潔，

正 直 を 堅 持 す る は ず で あ る 。」

(Confbrence1～epor亡 『大会報告』1968

年10月 号 ，122)

仕 事 で成功するために妥協 という犠

牲を強いる必要はあ りません。正 しく

ない動機，状況的機会，非倫理的行為

を退けることに力 を注 ぎ，福音の原則

に忠実であろうと努めるなら，人々と

接するときに正直であろうとす るわた
み たま

したちの決意 を貫 けるよう，御霊が助

けて くれるで しょう。

イエス ・キリス トの福音 を通 じて教

会員に もた らされる最大 の祝福の一つ

は，福音の原則に心か ら従 う教会員は

霊的に強め られ，不正直の誘惑に対抗

できる とい うことです。キリス トの岩

の上 に堅 く立つな らば(1ニ ー ファイ

15：24;ヒ ラマン5：12参 照)， その人

の心 と生活の中に不正直の入 り込む余

地はまった くなくなるのです。□
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カーナ アクラステーク テマ ワー ドの若 い女性 と指導者たち。

PHOTOGRAPHBYDONLSEARLE

展 開し,神 権者の訓練 と指導を実施す

ることが可能であれば,教 会は どの地

域でも発展する可能性 を持 っているこ

とがはっきりしています。アフリカに

は1,000以 上 の言語 と多 くの方言があり

ますが,わ た したちは3つ の外来語す

なわち英語,フ ランス語,ポ ル トガル

語 を中心 に伝道 を展開 しています。つ

まり,教 会はおおむね都市地域 を中心

に発展 しているということです。教会

はこのように して,将 来アフリカにお

いて福音 を広めるための基礎を築いて

いるのです。

わたしたちはアフリカの会員たちが

力をつけていることに喜びと満足 を覚

えています。教会は,教 会の指導者 と

して働 く責任 を喜んで引 き受ける兄弟

姉妹 とい う大 きな収穫 を現在刈 り取 っ

ています。教会が急速かつ確 固とした

発展を遂げている過程で,家 族が非常

に重要視 されているアフリカの文化 的

背景 を見逃すことがで きません。全教

会員 に対する活発なメルキセデク神権

者の割合 は非常 に高 く,教 会のほかの

地域 と比較 して も引けを取 りません。
せいさん

聖餐会の出席率が70パ ーセン トに達 し

ているステークが幾つかあ ります。訓

練集会では出席す る人々が教会の手引

きの大切 な箇所 に赤線 を引いた り,し

ばしば手引きを参照 した りしている光

景 をよく目にします。アフリカの会員

簸

欝

たちは主の王国の教義 と秩序を理解 し

ています。彼 らは福音のメッセージと
とんよく

福音がもたらす祝福に対して実に貧欲

です。

質問 アフリカの会員と指導者は福音を

通して,と のように試練に打ち勝つ力を得て

いるでしょうか。

答え アフリカの人々は福音の光 に

こたえたときか ら,開 拓者 として歩む

ことを要求 されます。人々は改宗によ

って,福 音 と相いれない文化的伝統か

ら離れなければならな くなることもし

ば しばあ ります。多 くの人々にとって

福音 の教えに従 って生活することはま

った く新 しい生活 を始めるとい うこと

を意味 してい ます。例 えば,ア フリカ

の会員たちは,実 際に神殿に参入 でき

るか否か にかかわ らず,常 に有効な神

殿推薦状 を持つ ように との預言者の勧

告 を真剣 に受 け止めています。ナイジ

ェ リアか らヨハ ネス ブルク までの旅

は,距 離や費用の面で ロン ドンへの旅

行 とほぼ変わ らないほど負担がかかる

ため,こ れらの負担 は一部の会員たち

にとって神殿へ参入す るうえで直面す

るチャレンジと考 えられています。 し

か しなが ら,あ る伝道部長か らの報告

によると,そ の伝道部には神殿推薦状

の面接 を受けるために往復29キ ロの道

の りを徒歩で訪れる夫婦がいます。 こ

聖徒の道/1997年11月 号

つ

の夫婦は神殿に参入す るうえでかなり

困難な環境 にあ りますが,教 会に対す

る誠実 と預言者に対する従順 を示すた

めにこの道の りを喜んで歩いて きまし

た。主を信 じるがゆえに,肉 体的な苦

難に耐え,社 会生活や生活習慣 を大 き

く変 えた人々の話 は数多 くあ ります。

教会員が福音 に従って生活するよう励

ま している教会のプログラムを特に二

つ挙 げることがで きます。 アフリカで

は言語 と教育が大 きな問題となってい

るために,福 音 に基づいて実施されて

いる福音学習能力向上プログラムは非

常に有益です。また,セ ミナリー とイ

ンスティテユー トは若人 と指導者双方

に大 きな成果 をもたらしています。 ジ

ンバブエでの例を挙けると,あ るセミ

ナリー教師は,ク ラスの開講当初わず

か一人だった生徒 が,年 度末には30人

に まで増 えた とい う経験 を してい ま

す。セ ミナリーとイ ンステ ィテユー ト

は若人に福音の持つ価値観 と原則 を教

えるうえで最 も効果的な手段 と言 える

で しょう。また,彼 らが受け継いでい

る文化の持つ良い面に福音を重ねるこ

とによって,福 音の伝統 と文化 を若人

の間で確立す るために も有効 な手段 と

なっています。

ザイール(訳 注 現コンコ民主共和

国)に おける教会の発展 は感動的です。

広大 な国土 を持つ この国で宣教師の活

動が開始されて しば らくしてか ら,内

乱が起 きたため に宣教師は1年 半にわ

た り国外への退去 を余儀な くされまし

た。 しか し,地 元の神権指導者は会員

たちを組織 して伝道活動 を続 け,こ の

ために教会 はさらに発展 し,成 長 しま

した。 これ らの宣教 師活動 の中断 と

様 々なチ ャレンジに遭遇 したにもかか

わらず,わ たしたちは1996年11月 にザ

イール･キ ンシャサステークを組織 し

ました。2,056人 の会員を擁するこのス

テークには400人 近 くの活発なメルキ

ゼデク神権者がい ます。最初のステー

ク大会には1,600人 以 上の会員が タクシ

ーやバスを連ねてあるいは徒歩で会場

に足 を運びま した。 しか しご く最近,

再 び政情が不安 になったため,専 任宣

教師は退去 させ られていますが,ザ イ

ールの教会は成長を続 けています。
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ボス トン神殿
く わ い

の鍬入れ式
二使徒 定員 会 の リチ ャー ド･

十G･ス コ ソ ト長老 は1997年6月
13日,大 管長会の指示 により,ボ ス ト

ン･マ サチューセッツ神殿の建 設に先

立 って鍬 入れ式 と敷 地の奉献 を行 っ

た。 この式典にはほかに,北 アメ リカ

北東地域 会長で七十 人のマー リン･

K･ジ ェ ンセ ン長老,同 地域第一副会

長で七十 人のW･ド ン･ラ ッ ド長老,

地域七十人のロバー ト･S･ウ ッ ド長

老が列席 した。

スコッ ト長老 は奉献の祈 りの中で こ

のように述べ てい る。｢わ た したちは

とりわけ,こ の神殿 を建てる目的,す

なわち夫婦 と子供たちが家族 として永

遠に結び固め を受けるための儀式を執

行することが,あ なたの聖なる御子の
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青少年ととも に鍬入れ式 に参加 する リチ ャー トGス コッ ト長老(左)。
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しょくさい

贋 罪によって実現 していることを感謝

します。｣

竣工が予定 されている今世紀末か ら

21世 紀初頭に完成する と,こ の神殿 は

ニューイングラン ド地方で最初の神殿

とな り,約5万4,000人 の教会員のため

に儀式 を執行す ることになる。□

ブラジルで噺たに奉献された宣教師訓練センター

97年5月18日,サ ン パ ウ ロ で ブ

19
ラジル宣教師訓練 センターの奉

献式が行われた。会場 となった800席

設置の講堂は1,100人 を上回る人々で埋

め尽 くされた。十二使徒定員会のラ ノ

セル･M･ネ ル ソン長老 は英語で説教

を行った後に,ポ ル トガル語で奉献の

祈 りをささげた。

ネルソン長老 は祈 りの 中で,｢ブ ラ

ジルの国民か正義 の下で成長す る自由

と責任 を手にし｣,｢こ の偉大な国家の

指導者たちが知恵 と高潔さを得 る｣よ

うに祝福 した。 さらに,ネ ル ソン長老

は｢多 くの国々に住み,ま た様 々な状

況に置かれた忠実な聖徒たちの什分の

一基金により建て られたこの聖 なる建

物が,一 これ らのすば らしい施設を

利用する特権を得た息子娘 たちに対 し

て,祝 福 をもたらす場所 と

なる｣よ うに祝福 している。

アメ リカ合衆国外で建設

された教会最大の建物の一

つであるブラジル宣教師訓

練 セ ンターは,6階 建 ての

ビルが2棟 並 び,各 々375人

の宣教 師を収容で きる。た

鞭 離 鱗 だし,当 面は1棟のみを使

用す るこ とになる。二つの

ビルを結ぶ建物 は,カ フェ

テリアと講堂 として使用 さ

れる。□

新たに完成したフラシル宣教師

訓練センターは アメリ力合衆

国外ての教会建築物としては最

大の規模に属する。

聖徒の道/1997年11月 号
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域会長会の再編成が大管長

地 会 よ り発表 された。 この変
更は,1997年8月15日 か ら発効 と

なる。地域会長会は七十人定員会

会員によって構 成されてい る。今

回の異動で,地 域会長会の各長老

の中には,現 在の任地に とどまる

長老がいる一方,ほ かの任地に異

動 となった長老 もいる。新たに組

織 された地域会長会 には,最 近地

域七十人の召 しを受 けた9人 の長

老 も含 まれてお り,9人 とも,現 在

地域会長会副会長 を務めている。
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ロ ー カ ル ニ ュ ー ズ

ウラジオス トックの会員と宣教師たちが

公共の場所を清掃
り)の 夏,ロ シア連邦 ウラジオス ト

㌔一･ッ クの教会員たちは他 団体 と協

力 してウラジオス トック中心部の公園

など公共の場所の清掃 に当たった。こ

れは現地市民団体の美化キャンペー ン

の一環 として行われた もので,福 祉宣

教師 として派遣 されているブラッドフ

ィール ド夫妻 らの呼びかけにより,教

会員 とその友人たち,お よび6人 の専

任宣教師が参加 した。
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以下の記事 は1997年8月14日 木曜 日付
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上/長老たちの手によって公園か清掃された。
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左/美化プロシェクトに参加したウラシオストック支部の会員と宣教師 友人たち。

㎎

町の美化活動ついに青少年が着手

8月16日 日曜 日,町 の住民 は,

朝か らほうきなどの清掃用具を手

にした青少年の団体 をウラジオス

トック中央広場で目にす ることに

なる。

付近一帯 では近 々,｢き れいに

しよう みんなの町｣を スローガ

ンに掲げた ポス ター をはった コ

カ･コ ー ラの運搬車が登場 する。

これは,ウ ラジオス トック･ロ ー

タリークラブの後援により最近組

織された青少年団体｢イ ンタラク

ト｣が,世 界規模 のプ ログラム

｢ク リーン･ア ップ･ザ･ワ ール

ド｣へ の協力を決定したことによ

る。団体に所属す る青少年たちは,
あり

美しい町の清掃の行き届かない有

さま

様 を外国からの招待客が 目にする

のは地元にとって恥ずべ きことと

受 け止めてい る。 このキ ャンペー

ンには,コ カ･コ ーラ社 に加え,

ア メリカ合衆国の末 日聖徒慈善事

業団とウラジオス トック市役所 も

協賛している。

清掃に参加する団体には少 なく

とも6人 の外国人が含 まれる予定。

中央広場でごみを除去 した後,美

化 の戦士 とも言うべき二つの団体

は公園に向か う。その後,公 園を

出発 し,市 立病院にほど近い公共

庭 園へ と進む。予定が順調に進め

ば,｢イ ンタラク ト｣の 参加者 は,

国境 を越 えて互いに手を携え合 う

仲間を,幾 分清掃 の行 き届いてい

るウラジオス トックの史跡へ と案

内することになるだろう。
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長濱ご家族。上段左か ら,長 女･百 合子姉妹,次 女･真 衣子姉妹,長 男･創 兄弟,次 男･穣 兄弟,
たける

下段左か ら三男･武 兄 弟,長 濱 こ夫妻。

やらに働 きました。何の悔い もあ りま

せん。アルマ書第29章17節,モ ーサヤ

書第7章18節 に あるように骨折 りがい

のある努力が実を結ぶのです。伝道の

業は神聖 な業で した｣と い う108通 目

の手紙が届 きました。

そして現在,札 幌伝道部で働 く長女

か らの伝道スピリッ トにあふれる手紙

が毎週届けられています。

この6年 間,我 が家 では手紙 に書か

れている求道者や新会員の方々のため

に家族で ともに祈 り,ま た神殿 での祈

りに加わることにより,家 族が伝道の

ス ピリットで一つになるとい う祝福 に

あずかっています。

彼 らが求道者や新会員 に注 ぐ愛の深

さと献身的な働 きそして思いの清 さに

驚かされます,伝 道する子供たちを通 し

て支援する家族 も祝福 されています。

今回,長 男が伝道 したこの地でステ

一ク会長の召 しを受け
,神 戸伝道部の

部長の掲げる｢バ ランスの取れた｣会

員伝道を神権指導者,会 員,宣 教師 と

くびきを共にし一体 となって押 し進め

ることでステーク内が伝道のス ピリッ

トにあふれ,震 災で荒廃 した神戸 の
あがな

人々の心が,イ エス･キ リス トの照い
いや

による慰めと平安で癒 されるように願

ってやみません。(な がはま･お さむ)

長濱修ステーク会長

の紹介
1944年 旧満州国(現 在,中 国東

アンシャン

北部)鞍 山市生まれ,宮 崎市育ち。

九州大学工学部造船工学科卒業後,

川崎重工業(株)に 入社し,現 在も造

船所 で造船設 計部長 を勤める 。

1964年 に改宗。1972年 に河内静

子姉妹と結婚。3人 の息子と2人 の

娘がいる。教会にあっては,こ れま

でステーク副会長,高 等評議員,監

督などの責任を果たしてきた。現在

神戸ワード所属。

広大な宇宙に思いをはせて
世界的な天文学者J･ワ ー ド･ム ーディ博士の講演会

ブ蓮鞭薪控燃攣
博士はこの夏,京 都の国際会議場で開

しよう

催された｢第23回 国際天文学会｣に 招
へい

聰 され,シ ンシア夫人とともに来日さ
あ

れ ま し た 。 そ こ で8月22日,大 阪･阿
べ の

倍野の教会 にてファイヤサイ ドが 開催

され,会 場 となった礼拝堂には教会員

お よび天文 ファン約150人 が 詰めかけ

満員の盛況 とな りました。

ムーデ ィ博士は1974年 か ら76年 まで

神戸伝道部の専任宣教師 として働かれ

た経験を持っています。当 日は,こ の会

､の企画者 である神戸伝道部の松下部長

のあいさつの後,シ ンシア夫人が短い

証とお礼 を述べ,入 江伸光兄弟の通訳で

ムーディ博士が演台に立たれました。

｢わ た しはユ タ州の小 さな町の農家

に生 まれ,小 さい ときか ら星に興味が

あ りました。両親はわた しが星につい

てあまりに多 くの質問をす るのに閉口

して,天 文学の本 を買ってくれました。

それ以後ます ます星や宇宙について興

味 を持ちました。

伝道終了後,ブ リガム･ヤ ング大学

で天文学を学び,さ らに米 国の天文学

の最高峰 といわれるミシガ ン大学へ進

み ました。 この時点でわた しは結婚 を

していましたが,妻 のシンシアと一緒

にミシガンへ向か う途 中で,家 財道具

をすべて盗 まれるとい う災難 に遭いま

した。 しか し,姉 が住 んでいた関係で

立ち寄ったシカゴの会員が失った家財

道具 のほ とん どを提供 して くれ まし

た。また,ミ シガンに到着 したわたし

たちを待っていたのは地元の教会員の

温かい親切 でした。同大学 で5年 問研

究を重ね,博 士号 を取得 しました。

ミシガ ンを離れてユ タに帰 るとき,

わ た したちにはすでに3人 の子供 が生

まれていました。家族 を持つ ことは研

究の妨げになると言う教授 もいました

が,わ た しは教会と神様 を第一 にす る

ならば祝福があると信 じて研究活動 に

打ち込み ました。その結果,宇 宙につ

いて様々な発見をしました。

この広大 な宇宙 は人間たちを喜ばせ

るために神様が創造 された と思わず に

いられませ ん。たゆ まない努力 と研究

の結果,新 しい事象 を見いだす喜びは

何 ものにも代 え難い と感 じています。

大 きな星が 自身の重力 に耐え切れず

に崩壊 し,ブ ラックホール とい う存在

にな ります。 この天体 は望遠鏡で見 る

ことはで きませんが,こ の周辺では時

間や空間が変化 して しまいます。わた

しはこれによって,神 と人との時聞に
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開拓者150周 年記念｢若 い男性申 ヤンポ リー｣

開催される

蕎熱薦 欝轍 撫 幽 米空軍の多　ゆ　ド　　ゆ が む が

嬢 婁 警 磨 リ黛一シ･翻 早 ターの森

鰯1羅糠
が一堂に集い ました。

開
拓者150年 を 記念 し｢信 仰

こめて,一 歩ずつ｣の テー

マを掲捗 て,ユ997年8月4日 か ら8

懸 難総緯讐漏

準備 はアジァ北地域会長会の レック

ス･D･ビ ネ ガー会長 を大会委員長 に

頂き,地 域七十人のゲーリー･松 田長

老の下に東京 と横浜地区の各ステーク

の代表者が実行委員会を組織 して始 ま

りま した。1年 半の準備期間中,仕 事

は多岐にわた りました。

まず,会 場探 しです。最初 は静岡県,

朝霧高原の施設を予定 していたのです

が,夏 休み期間はどうしても地元の行

事優先 ということで予約がで きません

で した。その後,米 海軍にお勤めの松

田長老のご苦労もあ り,何 とか多摩 レ

ク リエーションセンターに予約 を入れ

ることができました。

しか し,条 件があ りました。それは

米軍施設のため一般 日本人の立ち入 り

は米軍の方1人 に対 して10人 まで とい

うルールで した。そ こで 日本本州軍人

地方部の兄弟姉妹の助 けを頂 くべ く奔

走することとな りました。最初は200

人 か ら300入 の参加 と高を くくってい

た実行委員会 で したが,参 加表明が

600人 を大 きく超 えた ころになると心

穏やかではあ りません。参加者,関 係

者が全員無事 に入場するためには60人

以上の米軍の方々に来ていただ くこと

になるわけです。軍人地方部の兄弟か

ら在 日米軍の各支部に呼びかけていた

だいたり,施 設側 と交渉 した りしてい

ただきましたが,状 況は一向に

好転 しません。最後には横須賀

に帰港中の空母インデ ィペ ンデ

ンスの水兵 さんた ちに助 けて も

らお う とい う案 もあ りました

が,8月4日 朝の出港命令が下る

など,対 策に大変苦慮 しました。

ところが ひそか に断食 と祈 り

を して何度 目かの下見に会場に

行った とき,何 か良い方法はな

いか と憲兵隊の方 と打ち合わせ

を してい ます と,何 と最近1対

10の ルールが変わった とい うことを聞

かされました。確認 してみると,軍 の

人1人 に対 して何人入場 しても構わな

いというのです。 さらには憲兵隊隊長

の特別 な計らいで,ゲ ー トの確認業務

や駐車場や受付 に日本人ス タッフを配

置することが可能になりました。主が

助 けて くださった1と 感謝 と喜びで

いっぱいになりました。

大会初 日は540人 の 参加者 と30余 人

のスタッフ,そ して100台 を超 える参

加者の車,ま た10台 以上の食料,資 材

搬入の大型 トラック,冷 凍車 などを迎

えることとなりました。夕刻 には大会

委員長の ビネガー長老 も到着 され,青
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あかし

参加者の証から(抜粋)

●ぼくたちは選択プログラムでバ
ードウォッチングをしました。自

然の中でじっとしていると神様が

お造りになった自然がとてもすば

らしく見えました。

次の日,日 本本州軍人地方部の

スカウトたちと,王 様陣取りと鬼

ごっこを混ぜたような遊びをしま

した。向こうの人の言葉はよく分

からなかったけれど,一 緒に夢中

になると言葉が通じないことも関

係ないような気がしました。違う

人間でも一緒に頑張れば心が通じ

ると分かりました。(高根沢 誠

東京ステーク三鷹ワード)

●ぼくにとって忘れられないプO

グラムは二日目の｢富 士登山｣だ 。

午後4時 ころバスは5合 目に着

いた。今にも雨が降りそうな天候

だった。夕食後､降 りだした雨の

中を登り始めた。6合 目まで,は

仙台ステークの全員が登ることが

できた。しかし少し行くと一人の

兄弟が気持ち悪いと言いだしたの

で,ぼ くは別の兄弟と一緒にその

人の荷物を持つのを手伝ってあげ

てゆっくり登った。そのため速く

登る人から遅れてしまった。結局

その兄弟は6合 目を少し行った所

でぼくたちから離れてしまった。

兄弟の荷物を持ったりしたの

で,ぼ くも7合 目近くから少しば

ててきた。おまけに酸素はどんど

ん薄くなるし,風 が強くなってく

るし,眠 くなるしでとても苦しく

なり,休 憩所があると必ず休んで

少し眠った。その度に｢も う登る

のをやめよう｣と 思ったが,ぼ く

より年下の兄弟が息を切らせなが

ら頑張っているのにやめるわけに

はいかないと思い,お 祈りをして

｢あそこまで行こう,あ そこまで

行けば休める｣と 自分に言い聞か

せながら懸命に登った。

8合 目を週ぎた所で,あ る兄弟

が吐いて,も う登れる状態ではな

かったため,3人 の兄弟が少し下

の休憩所まで連れて行った。その

間ぼくはほかの数人の兄弟と岩の

影に隠れて風や雨になるべく当た

らないように眠った。やがて3人

の兄弟が戻って来てまた登り始め

た。そして夜中の1時 ころ,休 憩

所のある本8合 目に着いた。

ほかのいろいろなステークの兄

弟たちが休んでいて,指 導者が山

頂に行くかどうか相談していた。

ぼくはすこい寒気がしたため,山

頂に行くのをやめ休憩所にとどま

ったが,高 い熱があることが分か

った。寝 る前 に,明 日熱が下がD,

みん なに迷惑 をかける ことがない

よ うにと祈った 。

次 の日の朝,熱 が下が り,無 事

下 山するこ とが できた。残念 なが

ら頂上 に達する ことはできな かっ

た が,キ ャン ポ リーのテーマ どお

り｢信 仰込めて,一 歩ずつ｣歩 く

ことがでぎた と思 う。また｢備 え

よ常 に｣の 大切 さを知 った登 山だ

った。(猪 股雄 介 仙 台ス テーク

泉 ワー ド)

●パー リー･P･プ ラ ヅ トという

わた しの高祖父 を含む開拓者 の一

団 が ソル トレー ク に着 いて か ら

150年 が たち ま した 。そ の記 念

に日本 仙台ステ ークの若い男 性と

ともに1週 間の キ ャンポ リー に行

ってき ました 。

開 拓者 が 親 しん だ 野外 生 活 を
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る偉大 な受 け継 ぎを学 び,自 分 と開拓

者 をつな ぐ霊的な時間にな りました。

閉会式は雨のため各キャンプサイ ト

を巡っての式にな りましたが,ほ とん

どすべての参加者 に賞が授与 され歓声

が響いていました。

ある指導者の方 は｢こ れでどうした

らアロン神権活動やスカウ トをやって

いったらいいか分かってきました｣と

日焼 け した顔 をほ ころばせ てい ま し

た。後 日,ビ ネガー長老か らも150周

年 記念 にぴった りのプログラムであっ

たことや これか らもさらに同様 の大会

が開催 されるようにとの提案 も頂 きま

した。わた し自身,ア ロン神権定員会

活動 としてのス カウ トを見せていただ

き,さ らにそのかかわ りの強さを理解

することができました。

この｢若 い男性キャンポリー｣の 成

功 のために,ほ ん とうに昼 も夜 もなく

働かれた野営長 をは じめ とす る各 スタ

ッフの方々,ま た実現のために一人一

人のアロン神権者の状況を見て くだ さ

いました地元の指導者の方々,そ して

ご支援いただいたご父兄の方々に心よ

り感謝 申 し上 げ ます 。(レ ポー ター

服部行彦 キ ャンポリー実行委員)

4･ 羊 ぱ 生 き で お ら れ る

仙台ステーク泉ワー ド

梶原 淳司

れは,出 勤のため車 を運転 中の

ぞ出来事で した。仙台は柔 らかな
曇 り空に覆 われ,心 地 よい5月 の風の

中を,車 は郊外か ら市街地へ と差 しか

かろうとしていました。しか し,さ わや

かな初夏の朝 とは裏腹 に,わ た しの心

には重苦 しい思いが満ちていました。

その ころわた しは,開 拓者150年 を

記念 したワー ドのオープンハ ウス実行

委員長に任命されていました。 しか し

予定 された期 日が迫る中,開 催 までに

解決すべ き課題が まだ山積 みされてい

ました。その うえ,わ た し自身は個人

的な問題を抱えて心底疲れ,頂 いた祝

福 さえ失いか けてお り,ま ことにわた

しの信仰が試された ときでもあ りまし

た。

今 までわた しは主イエス･キ リス ト
あかし

についての証を持っていま した。それ

はいわば自然 に受け入 れた証 でした。

しかし同時 にその中には｢主 はおられ

る,お られるはずだ,お られなければ

な らない｣と いう頭 で考えた部分が含

まれているのではないか とい うば く然

とした不安があ りました。

自分の証の弱 さと自身の無力 を痛感

し,迫 り来る様 々.な悩みに駆 り立て ら

れたわた しは,｢主 に頼 る しか ない｣

とい う思いに追い詰め られていきまし

た。少年 ジョセ ブ･ス ミスが聖 なる森

に入って行 った ときの ように,わ た し

もそのとき,祈 ればこたえられ るとい

う非常 に強い思いを感 じ,振 り絞るよ

うな思いで祈 りました。｢天 のお父様,

主 イエス･キ リス トについて どうか教

えて くだ さい。主なる神,イ エス様が

今生 きてい らっしゃることを教 えて く

ださい。わたしはほん とうの証 を持 ち

たいのです。｣

す るとそのとき,わ たしは生 まれて

この方感 じたことがな く,形 容 もでき

ず,言 葉で表すこともで きないほ どの

とてつもな く大 きな温かい力で 自分の

体が包 まれたことを感 じました。まる

でだれかに抱 き締め られているようで

した。わた しにはそれが どなた なのか

す ぐに分か りました。その御方がこう

おっしゃるのが聞こえました。

｢わ た しは生 きています。 ここにい

ます。あなたの 目の前 にいます。安心

しなさい,あ なたが今,目 にしてい る

草や木そ して太陽も皆,わ たしが造っ

たすべてのものがわたしのことを証 し

ているのです。あなたはそれを感 じて

いるはずです。｣

そ うわたしの霊が感 じた と同時に車

の周 りの風景がにわかに自分の方 に迫

ってきて,再 びわた しは包 まれたよう

に感 じました。 そして体中がか一っと

熱 くな りました。ほん とうにこの よう

に大 きな安心感はほかの どこにもあ り

ません。その ときわた しは思いました。

｢イ エス様 のところに行 きたい。｣生 ま

れて初めて心か らそう思いました。ほ

んとうにほんとうに涙が止 まりません

で した。 わた しが今 まで持 っていた証

は一体何だろうと思 えるほど深い経験

でした。

わた しには今,強 く感 じる思いがあ

ります。それは,主 イエス･キ リス ト

がわた したちを守って くださっている

とい う確信です。これだけは何 と言わ

れようと絶対 に否定することはで きま

せん。わた しはこれまで経験 できなか

ったこと 体全体が震えるほどまざ

まざと,主 が生 きてお られると感 じる

こと を体験 しました。同時に,わ

たし自身が悩み苦 しんだ末,結 局わた
あがな

しには主の腰い しか救われる道 はない

とこれほどまでに強 く感 じさせ られた

ことはあ りませんでした。そ してすべ

てのことについて,わ たし自身の考 え
みこころ

ではな く,御 心のままに任せ ようと心

底思えた とき,心 の重荷が取 り除かれ

すっか り軽 くなるのを感 じました。

｢そ して今,小 羊についてなされて

きた多 くの証の後,わ たしたちが最後

に小羊 についてなす証 はこれである。

すなわち,『 小羊は生 きてお られる。』｣

(教義 と聖約76:22)(か じはら･あ つ

し 第二副監督)

/ 聖徒の 道/1997年11月 号
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